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           一
 
は
じ
め
に
 
  
二
〇
一
五
年
は
『
変
身
』
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
目
で
あ
る
。
執
筆
は
一
九
一
二
年
、
出
版
社
探
し
で
時
間
を
費
し
た
。
そ
の
『
変
身
』
を
読
み
返
す
た
び
胸
に
湧
く
も
の
を
感
じ
る
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
 
 
不
条
理
と
か
実
存
主
義
と
か
、
叫
び
た
い
の
で
は
な
い
。
言
葉
を
失
っ
た
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
行
動
を
た
ど
る
う
ち
、
一
読
者
と
し
て
、
情
動
に
拉
致
さ
れ
る
ま
ま
の
状
態
が
あ
る
。
 
 
だ
が
、
他
方
、
理
知
に
訴
え
か
け
る
鋭
い
錐
も
、
槍
襖
の
よ
う
に
束
に
な
っ
て
押
し
寄
せ
る
。
 
 
こ
の
二
つ
の
せ
め
ぎ
合
い
を
な
ん
と
か
形
に
し
た
く
な
る
衝
迫
は
突
き
上
げ
て
止
 
           ま
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
出
版
の
二
年
後
に
は
フ
ロ
イ
ト
学
派
に
取
り
上
げ
ら
れ
た『
変
身
』、爾
来
、批
評
 
に
は
千
言
万
句
が
費
や
さ
れ
て
お
り
、
今
さ
ら
所
思
開
陳
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
で
屋
上
屋
を
架
す
に
等
し
い
だ
ろ
う
。
戯
言
で
終
わ
る
恐
れ
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
（
チ
ェ
コ
・
ユ
ダ
ヤ
）
文
学
の
専
門
家
で
な
い
者
に
的
確
な
言
葉
づ
か
い
が
で
き
る
か
心
も
と
な
い
。
 
 
と
も
あ
れ
、
何
か
言
っ
て
み
た
く
な
る
の
が
こ
の
作
品
の
力
だ
と
す
れ
ば
、
片
言
隻
語
を
弄
す
る
の
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
過
去
の
批
評
史
か
ら
、
二
つ
の
系
統
が
見
え
る
。
ま
ず
、
虫
に
変
身
し
た
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
人
間
の
本
性
を
失
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
外
か
ら
は
人
間
性
を
認
め
て
も
ら
え
な
い
存
在
に
な
り
下
が
っ
た
と
捉
え
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
主
人
公
が
不
幸
だ
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
 
第
五
一
号
 
（
二
〇
一
六
年
三
月
十
五
日
）
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とする立場とい
えるだろう。
 
 
対して、グレー
ゴルが社会
の不条理から逃れ
るために変
身したとする
考え方では、本人
にとっては
僥倖とみられるべ
きだろう。
つまり、内的
外的な問題を抱え
、それらを
解決しようと、真
に別物に変
われるだけの
力量（ないし幸運
）があった
ればこそ変身した
。本人は当
然幸福なわけ
である。ならば
、後者の場合
は特に論じなく
てよいとも言
える。
 
 
本稿では、
前者の場合
を中
心に述べたいと
思うが、
ただ、
「どれほど豊
かに『変身』を読
むか」
、とい
う別の問題がある
。享受者と
して、努々、
貧しく読んではな
らない。す
なわち、解釈のい
かなる可能
性も潰してな
らないのである。
この意味で
、作者の意図かど
うかは別と
して、後者も
有り得るわけだ
から、常に意
識しておくだけ
の注意は必要
であろう。
 
 
一九九五年以
降『史的批
判版
カフカ全集
』（シュト
レームフ
ェルト書店
）
が出版され、カフ
カ本来の「
書字」に忠実な本
文が提供さ
れている
（ 1）。こ
の版に基づいた邦
訳は、丘沢
静也訳『変身／掟
の前で
 
他
２編』光文社
文庫（二〇〇七年
）であり
本稿の引用はすべ
て本訳書に
拠る。こ 以
外の作品では、
小
説は池内紀訳
、日記や手紙など
は『決定版カ
フカ全集』
を用いた。
 
 
二
 
鏡
 
 
 
冒頭、変身はい
きなり起こ
る。何の説明もな
い。歴代評
家の指摘する
通
り
で
あ
る
。
主
人
公
は
、
あ
る
朝
、「
不
安
な
夢
」（
複
数
）
か
ら
覚
め
る
と
虫
（
Ungetiefer ）になって
いた。
 
 
事象の背景をま
ったく解説
しない形式は寓話
によくみら
れる。たとえ
ば、
『狐物語』
でなぜ
主人公ル
ナールが狐なの
か、
説明はな
されない
『イ
ソップ物語』
もなぜア
リとキ
リギリス
（元は蝉）
なのか、
解
説はしない。
説明や理由付けが
あるギリシ
ャ・ローマの変身
譚は、縁起
物語という色
彩が濃い。
『変身
』が神
話とは
異なった形式で
書かれている
ことは明白で
あろう。また金成
陽一や立花
健吾が指摘するよ
うに救済が
ないためメル
ヘンとも異なる
。むしろ対極の
アンチメルヘン
である。
フリー
ドリッヒ
・
バイスナーはカ
フカ全般に叙
事詩的方法を認
めた
（ 2）。
 
 
描写について
は、
大半が
主人
公グレーゴル
・ザムザの視
点か
ら行われ、
写実的、かつ的確
である。身
体の形状に関し「
甲羅みたい
に固い背中」
とか「アーチ状の
段々になっ
た、茶色の腹」と
告げられれ
ば、芋虫とい
うより甲虫が思い
浮かぶであ
ろう。カナブンで
もなければ
カブトムシで
もないが、ゴキブ
リでもない
。確かに地上に存
在していそ
うな甲虫が巨
大化したもの と
は容易に想
像できる。ただ
たくさんの
脚と述べられ
ているため、何本
かわからな
いが足だけムカデ
のようなも
のかも知れ
い。
 
 
原文
〈
Ungetiefer 〉
の
語源的
意味には、
多和
田葉子が
「生
け贄にできな
いほど汚れた動物
あるいは虫
」（『すばる』
二〇一五年
五月号
）と訳文に
割注したように、
獣の可能性
があることを示唆
したものの
、カフカが古
い本来の意味にこ
だわったか
どうか
証明されて
いない。一
方、草稿で中
断した『田舎の婚
礼準備
』（一
九〇七年）では巨
大な甲虫
、「
くわがた」
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あ
る
い
は
「
こ
ふ
き
こ
が
ね
」（
飛
鷹
節
訳
）
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
変
身
』
執
筆
の
二
か
月
前
、
一
九
一
二
年
九
月
一
八
日
の
日
記
に
は
、
役
所
の
同
僚
Ｈ
は
「
毒
虫
の
類
（
原
文
Ungetiefer ）
が
大
嫌
い
だ
」（
谷
口
茂
訳
）
と
あ
る
。
現
実
の
〈
Ungetiefer 〉
を
目
の
前
に
し
た
記
事
で
あ
り
、
続
い
て
南
京
虫
に
食
わ
れ
た
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
南
京
虫
も
そ
の
範
疇
に
入
っ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
四
月『
ミ
レ
ナ
へ
の
手
紙
』（
決
定
版
、一
四
―
五
頁
）に
も
甲
虫
の
話
が
出
て
く
る
。
 
 
こ
れ
ら
の
情
況
証
拠
か
ら
、
グ
ロ
テ
ス
ク
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
語
の
毒
虫
だ
ろ
う
と
害
虫
だ
ろ
う
と
、〈
Ungetiefer 〉
は
読
者
の
想
像
力
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
本
稿
で
は
便
宜
上
甲
虫
と
し
て
お
く
。
ど
ん
な
甲
虫
で
も
巨
大
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
烈
な
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
平
野
嘉
彦
『
カ
フ
カ
―
―
身
体
の
ト
ポ
ス
』
に
よ
れ
ば
、〈
Ungetiefer 〉
は
「
一
般
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
た
い
す
る
差
別
用
語
で
あ
る
」（
八
七
頁
）
と
い
う
。
で
あ
れ
ば
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
甲
虫
姿
に
は
二
重
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
物
語
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。
大
事
な
の
は
、
ど
う
し
て
変
身
し
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
悩
み
が
グ
レ
ー
ゴ
ル
に
は
な
い
事
実
だ
。
す
な
わ
ち
倫
理
的
・
宗
教
的
な
反
省
と
は
無
縁
で
あ
る
。「
こ
ん
な
姿
に
さ
れ
て
、あ
あ
神
様
、信
仰
を
堅
く
持
ち
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
許
し
て
く
だ
さ
い
」
と
は
な
ら
な
い
。
ヨ
ブ
的
苦
悩
は
な
い
と
い
え
る
。
こ
の
意
味
で
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
と
は
一
歩
離
れ
た
世
界
だ
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。
カ
フ
カ
の
友
人
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ロ
ー
ト
は
、
宗
教
的
に
「
正
し
い
生
活
」を
目
指
す
カ
フ
カ
に
正
統
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
観
た
う
え
、「
徹
底
し
た
懐
疑
の
中
か
ら
萌
え
出
た
信
仰
」
を
高
く
評
価
し
て
、
作
品
は
そ
の
宗
教
的
苦
悩
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
さ
す
が
に
後
世
、
批
判
・
再
検
討
さ
れ
て
い
る
（ 3 ）。
 
 
姿
形
が
甲
虫
に
変
っ
た
と
い
う
の
に
、
主
人
公
、
目
下
の
関
心
事
は
下
世
話
で
あ
る
。
壁
に
懸
け
た
切
り
抜
き
の
絵
が
気
が
か
り
だ
。
裸
の
女
性
が
正
面
を
向
き
、
あ
た
か
も
マ
フ
に
包
ん
だ
両
手
を
差
し
出
す
格
好
で
あ
る
。
従
来
、
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン・ザ
ッ
ハ
ー
＝
マ
ゾ
ッ
ホ（
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
語
源
）『
毛
皮
を
着
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』
（
一
八
七
一
年
）
に
由
来
し
て
い
る
絵
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
作
中
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
ワ
ン
ダ
・
フ
ォ
ン
・
ド
ゥ
ナ
ー
エ
フ
が
毛
皮
を
ま
と
い
野
獣
（
拷
問
者
）
の
役
割
を
演
じ
る
わ
け
だ
が
、
甲
虫
変
身
と
の
か
か
わ
り
を
カ
フ
カ
が
考
え
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ま
い
。
金
色
の
額
縁
は
グ
レ
ー
ゴ
ル
自
身
が
彫
刻
を
施
し
た
。
カ
フ
カ
も
糸
鋸
細
工
に
勤
し
ん
だ
時
期
が
あ
り
、自
分
の
経
験
が
グ
レ
ー
ゴ
ル
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
思
い
入
れ
は
深
そ
う
だ
。
伏
線
と
な
る
の
で
記
憶
し
て
お
く
の
が
よ
か
ろ
う
。
 
 
な
か
な
か
ベ
ッ
ド
か
ら
出
ら
れ
な
い
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
布
地
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
い
う
「
し
ん
ど
い
」
職
業
に
不
平
を
漏
ら
し
、「
５
時
の
列
車
」
に
乗
れ
な
か
っ
た
不
手
際
を
嘆
く
。
四
時
に
合
わ
せ
た
目
覚
ま
し
時
計
は
六
時
三
〇
分
を
指
し
、
間
も
な
く
七
時
を
打
つ
。
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
が
示
唆
さ
れ
る
。
 
 
事
態
は
、
勤
務
や
時
間
ど
こ
ろ
で
は
な
い
情
況
で
あ
り
、
何
を
呑
気
な
悩
み
に
か
ま
け
て
い
る
の
だ
、
と
諭
し
た
く
な
る
。
こ
こ
に
は
可
笑
し
み
の
余
地
が
あ
る
。
危
機
に
陥
っ
た
と
き
、
人
間
の
心
理
は
あ
ら
ぬ
方
向
に
む
か
っ
て
逃
避
し
は
じ
め
る
も
の
だ
。
罪
状
を
否
認
す
る
犯
罪
者
心
理
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
状
認
識
を
拒
否
し
た
い
と
い
う
願
望
だ
ろ
う
。『
兄
弟
殺
し
』の
シ
ュ
マ
ー
ル
も
殺
人
の
直
後
、目
撃
者
か
ら
糾
弾
さ
れ
る
と
、
一
瞬
、「
合
点
が
ゆ
か
な
い
」（
池
内
紀
訳
）。
 
 
こ
の
現
実
描
写
の
方
法
に
は
、
観
た
と
こ
ろ
、
鏡
の
原
理
が
応
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
初
め
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
劇
作
家
た
ち
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は、基本的に「自
然に掲げた
鏡」として芝居を
書いた。つ
まりリアリズ
ムを演劇理念とし
ていた。リ
アルでなければ、
読者・観客
を舞台上の幻
想（イリュージョ
ン）に巻き
込めないというわ
けである。
身分別服装や
変装にこだわる表
層のリアリ
ズムではあるもの
の、時代を
超え地域 超
えて継承され、一
八、九世紀
のロマン派に反発
する形で、
個人の精神や
内面を扱う近代リ
アリズムに
まで発展、定着す
る。今日で
も、リアリテ
ィがあるか否かが
作品評価の
分岐点と目されて
いるほどだ
。リアリティ
をどこに求めるか
、となれば
、それは現実世界
の描写しか
ない どれほ
ど空想的な世界を
描こう も
、説得力を持たせ
るためには
、社会の実態
や人間の心理を如
実に く外
ないのである。と
くに一九世
紀リアリズム
ではそれが金科
玉条とされた
。
 
 
カフカがリアリ
ズムの大家
フローベルに私淑
したことは
、良く知られ
ている。
 
「現実こそ、世界
と人間を造
形する、もっとも
強力な力で
す
」とグスタ
フ
・
ヤノーホに語った
（『
カフ
カとの対話
』
七五頁
）
ように
、
目の前の
現
実こそカフカを
捉えて已まな
いものであった
。
 
 
三
 
仕掛
け
 
 
 
鏡は映じる虚像
を眺めるだ
けでなく、その裏
側を覗いて
みなければな
らない。
 
 
多くが指摘して
いる通り、
大黒柱が不幸にし
て認知症に
罹り、まった
く人間的な判断が
できなくな
ったとなれば、家
族にも介護
が大きな負担
となる。
 
 
誰でもが感じ
取れる社会矛
盾であり、痛み
である。
 
これは、まさに身
体は人間の
ままであるのに、
心が「変身
」してしま
った鏡の裏側の
事象だと言え
るだろう。
 
 
ちなみに、私事
にわたらせ
てもらえば、ちょ
うど三〇年
前、筆者の父
親が事故に遭った
。当時イギ
リスに留学中であ
った筆者は
帰国せざるを
得なくなった
。滞英一年足
らず
、鉛を呑んだ
ような気分で
帰っ
てみると、
父は病院のベッド
に両手を縛
りつけられていた
。身体中に
繋がれたチュ
ーブを外してし
まうからとい
う医者の説明で
あっ
た。
 
 
父は意識があっ
たかどうか
、息子が呼び掛け
ても答えな
い。意志があ
ったとしても伝え
られない情
況であった。チュ
ーブは止む
を得ない処置
だったのだろう
か。看護の甲
斐なく、三月二
五日に他界し
た。
 
 
その時カフカの
『変身』を
思い起こしたと言
えば、まる
で事実から外
れる。事故に対し
言うに言わ
れぬ気持ちや父の
無念などが
胸を突き、そ
んな余裕などなか
った。窮地
に突き落とされた
感だったが
、幸いにして
多くの方々から励
ましを受け
、留学に復帰でき
た。 謝に
堪えない。紙
面を借りて深く
お礼申し上げ
る。
 
 
だいぶ落ち着い
たころ、思
い至った。主人公
グレーゴル
・ザムザの心
境が父の心中に重
なるのでは
、と。父は意識が
あったとき
「母さん、母
さん」
と呼んだそ
うだ。
何を言
いたかったのだ
ろう、
今でも気
に掛かる。
単に「チューブを
外してくれ
」だっ 「水を
くれ」だっ
たか、それと
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も
別
の
件
だ
っ
た
の
か
。
誰
も
正
確
に
は
聞
い
て
い
な
い
。
両
手
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
ま
ま
で
も
母
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
 
 
い
ま
さ
ら
父
の
心
緒
を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
が
、
筆
者
の
わ
ず
か
の
経
験
か
ら
推
し
て
も
、
主
人
公
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
心
境
は
思
う
に
余
り
あ
る
。
し
か
し
カ
フ
カ
は
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
心
境
を
あ
ま
り
描
か
な
い
。
こ
こ
が
本
作
の
新
機
軸
で
あ
る
。
む
し
ろ
世
話
す
る
妹
の
描
写
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
甲
虫
グ
レ
ー
ゴ
ル
を
介
護
す
る
妹
は
神
経
を
使
い
、
動
き
や
す
い
よ
う
に
家
具
類
を
片
付
け
て
や
っ
た
り
す
る
。
だ
が
、
次
第
に
扱
い
が
ぞ
ん
ざ
い
に
な
り
、
倦
怠
や
動
揺
に
屈
服
し
て
い
き
、
最
終
的
に
追
放
の
決
断
を
下
す
。
現
代
で
も
往
々
み
ら
れ
る
、
介
護
放
棄
の
瞬
間
で
あ
る
。
鏡
の
裏
側
が
、
百
年
後
に
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
さ
え
覚
え
る
だ
ろ
う
。む
ろ
ん
、カ
フ
カ
が
そ
れ
を
予
言
し
た
と
か
狙
っ
た
、
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
 
 
当
時
、
バ
ブ
ル
が
弾
け
、
不
景
気
が
長
期
化
し
て
い
た
。
執
筆
さ
れ
た
一
九
一
二
年
晩
秋
は
第
一
次
大
戦
の
前
夜
で
、
民
族
運
動
が
激
化
し
、
急
速
な
工
業
化
・
都
市
化
に
よ
る
社
会
変
動
が
顕
著
で
あ
っ
た
。グ
レ
ー
ゴ
ル
の
父
親
も
倒
産
し
て
い
た
し
、
小
品
『
夫
婦
』
も
不
景
気
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
時
代
の
閉
塞
情
況
が
現
代
と
よ
く
似
て
い
る
の
は
、
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
に
よ
れ
ば
、カ
フ
カ
は
予
言
で
は
な
く
、「
そ
の
う
し
ろ
の
ど
こ
か
に
」あ
る
も
の（
小
説
の
詩
＝
魂
）を
見
せ
て
く
れ
た
と
い
う
。夏
目
漱
石『
夢
十
夜
』
第
六
夜
に
描
か
れ
る
運
慶
と
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
だ
。
見
物
人
に
よ
れ
ば
、
運
慶
は
赤
松
の
幹
に
埋
も
れ
て
い
る
仁
王
像
を
掘
り
出
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
も
貴
婦
人
に
宛
て
た
十
四
行
詩
（
ソ
ネ
ッ
ト
）
に
お
い
て
、
大
理
石
に
埋
も
れ
た
像
を
掘
り
出
す
だ
け
だ
と
詠
っ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
教
会
や
大
聖
堂
付
属
美
術
館
に
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
未
完
成
の
作
品
が
あ
る
。大
き
な
四
角
い
石
の
側
面
に
は
点
も
線
も
何
ら
印
を
つ
け
た
痕
跡
が
な
い
。
人
物
が
ま
さ
に
石
か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
る
途
上
と
い
う
印
象
が
心
を
撃
つ
。
 
 
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
を
敷
衍
す
れ
ば
、『
変
身
』は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
人
物
像
や
運
慶
の
仁
王
像
と
比
べ
る
に
値
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。
 
 
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
確
か
に
変
身
し
た
が
、視
点
を
変
え
れ
ば
、明
ら
か
に
な
る
の
は
、
家
族
が
主
人
公
に
す
っ
か
り
頼
り
切
っ
て
い
た
姿
で
あ
る
。
父
親
は
老
齢
を
口
実
に
弱
々
し
く
行
動
し
、
母
親
は
病
弱
、
妹
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
愛
好
す
る
ま
だ
思
春
期
の
少
女
に
過
ぎ
な
い
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
運
ぶ
高
額
の
給
料
で
、
あ
る
意
味
の
う
の
う
と
暮
ら
し
て
い
た
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
が
盲
目
の
愛
情
に
浸
り
切
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
可
能
な
生
活
で
あ
っ
た
。
こ
の
安
逸
に
大
き
な
ひ
び
割
れ
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
破
綻
は
目
に
見
え
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
乗
り
切
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
作
品
の
背
後
に
秘
め
ら
れ
た
裏
の
物
語
で
あ
る
。読
む
側
も
油
断
な
く
見
守
り
、
注
意
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
 
 
四
 
イ
メ
ー
ジ
と
認
識
 
  
カ
フ
カ
は
イ
メ
ー
ジ
の
使
い
方
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
並
ぶ
ほ
ど
巧
み
で
あ
る
。
 
 
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
甲
虫
姿
は
、
欠
勤
を
心
配
し
て
訪
れ
て
き
た
会
社
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
驚
か
し
た
。
悲
鳴
を
あ
げ
て
逃
げ
帰
る
後
ろ
姿
は
、
上
司
と
し
て
の
責
任
を
放
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棄
し
た
部
外
者
の
表
象
と
し
て
働
く
。
効
率
的
か
つ
過
重
な
労
働
を
強
い
る
資
本
主
義
社
会
が
剔
抉
さ
れ
て
い
る
と
い
う
評
家
も
い
る
く
ら
い
だ
。
 
 
初
版
本
の
表
紙
に
は
顔
を
両
手
で
覆
っ
て
嘆
く
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
に
外
な
ら
な
い
が
、画
家
オ
ッ
ト
マ
ル
・
シ
ュ
タ
ル
ケ
は
カ
フ
カ
の
指
定（「
出
版
社
へ
の
手
紙
」）が
あ
っ
た
と
し
て
も
、こ
の
場
面
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
息
子
と
は
違
っ
た
姿
の
、
予
期
せ
ぬ
甲
虫
を
目
の
当
た
り
に
し
た
母
親
は
落
胆
し
て
ニ
オ
ベ
の
よ
う
に
へ
た
り
込
む
。
父
親
の
ほ
う
は
「
敵
意
を
む
き
だ
し
に
し
て
こ
ぶ
し
を
固
め
た
」。
拳
も
こ
の
場
合
、
拒
否
の
表
象
で
あ
る
。
 
 
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
居
間
を
見
た
。
正
面
の
壁
に
は
軍
隊
時
代
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
写
真
が
懸
け
て
あ
っ
た
。「
少
尉
が
軍
刀
に
手
を
そ
え
、屈
託
な
く
微
笑
み
、自
分
の
姿
勢
と
制
服
に
尊
敬
を
要
求
し
て
い
る
」。
 
 
舞
台
上
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
必
ず
何
か
を
表
象
す
る
よ
う
に
、
小
説
中
の
イ
メ
ー
ジ
も
何
ら
か
の
象
徴
的
価
値
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
冒
頭
の
絵
と
と
も
に
、
こ
の
写
真
も
忘
れ
ず
に
お
き
た
い
。
 
 
イ
メ
ー
ジ
に
付
随
し
て
、
認
識
の
問
題
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
冒
頭
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
自
分
が
甲
虫
に
変
身
し
て
い
る
の
を
自
覚
す
る
。
読
者
は
そ
の
驚
愕
す
べ
き
状
態
を
受
け
入
れ
さ
せ
ら
れ
る
。
既
述
し
た
と
お
り
何
故
変
身
し
た
の
か
、
疑
問
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
同
じ
よ
う
に
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
訪
れ
た
際
、
部
屋
か
ら
ド
ア
を
開
け
て
出
て
き
た
甲
虫
が
ど
う
し
て
グ
レ
ー
ゴ
ル
本
人
だ
と
周
囲
の
人
々
は
認
識
で
き
た
の
か
、
疑
問
を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
人
間
グ
レ
ー
ゴ
ル
が
巨
大
甲
虫
に
食
わ
れ
た
な
ど
と
い
う
誤
認
・
曲
解
は
許
さ
れ
な
い
。
周
囲
に
と
っ
て
、
現
れ
た
虫
、
す
な
わ
ち
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
変
身
し
た
姿
な
の
で
あ
る
。
読
者
も
、
イ
メ
ー
ジ
は
そ
の
ま
ま
表
象
と
し
て
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 
何
故
か
。
む
ろ
ん
寓
話
だ
か
ら
だ
。
寓
話
の
利
点
は
説
明
を
一
切
省
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
、
こ
の
よ
う
な
処
理
は
許
さ
れ
な
い
。
カ
フ
カ
は
フ
ロ
ー
ベ
ル
の
弟
子
を
自
認
し
て
い
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
描
写
法
に
留
ま
る
。
こ
の
場
面
な
ど
、む
し
ろ
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
を
嗤
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。 
 
そ
う
な
れ
ば
読
む
ほ
う
も
新
た
な
手
当
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
二
〇
世
紀
に
は
批
評
理
論
が
大
流
行
し
た
。
は
た
し
て
有
効
だ
っ
た
ろ
う
か
。
次
々
に
現
れ
た
先
端
理
論
は
、
結
局
情
動
に
基
づ
く
感
動
を
包
摂
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
が
残
っ
た
。
や
は
り
情
動
は
無
視
で
き
な
い
人
間
本
来
の
心
の
動
き
で
あ
り
、
理
論
で
は
分
析
は
と
も
か
く
総
合
は
叶
わ
な
か
っ
た
わ
け
だ
。
テ
キ
ス
ト
を
地
道
に
読
む
と
い
う
作
業
に
戻
っ
て
、
情
動
に
も
従
う
と
い
う
態
度
を
採
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
 
 
そ
の
や
り
方
に
従
え
ば
、
心
理
学
・
精
神
分
析
の
位
置
か
ら
、
変
身
は
社
会
的
束
縛
か
ら
逃
れ
た
か
っ
た
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
願
望
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
意
見
は
排
除
で
き
な
い
の
で
あ
る
（ 4）。
カ
フ
カ
は
勤
務
を
嫌
っ
た
ら
し
い
。
と
な
れ
ば
、
甲
虫
の
姿
そ
の
も
の
が
社
会
に
対
す
る
抵
抗
の
象
徴
と
な
る
だ
ろ
う
。
当
然
、
無
駄
な
抵
抗
で
は
あ
る
。
は
た
し
て
本
人
は
幸
福
だ
っ
た
ろ
う
か
。
た
し
か
に
グ
レ
ー
ゴ
ル
に
は
生
き
る
に
値
し
な
い
社
会
だ
っ
た
が
、
い
ざ
抵
抗
し
た
結
果
、
家
族
と
す
ら
意
志
疎
通
が
図
れ
ず
、
ま
っ
た
く
理
解
さ
れ
な
い
と
い
う
現
実
が
襲
っ
て
き
た
。
変
身
の
効
力
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
む
し
ろ
逆
効
果
だ
。
幸
福
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
―
―
た
だ
、
最
期
は
苦
悶
せ
ず
比
較
的
満
足
し
て
死
を
迎
え
る
84
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た
め
、グ
レ
ー
ゴ
ル
の
錯
誤
で
な
け
れ
ば
、「
幸
福
だ
っ
た
」と
す
る
解
釈
は
そ
れ
な
り
の
正
当
性
が
あ
る
―
―
。
 
 
父
親
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
忘
れ
た
ス
テ
ッ
キ
で
新
聞
を
打
ち
鳴
ら
し
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
甲
虫
を
部
屋
に
追
い
返
し
た
。
第
一
章
の
締
め
く
く
り
、
ス
テ
ッ
キ
は
追
放
の
象
徴
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
。
 
 
五
 
時
間
と
喪
失
 
 
 
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
、
変
身
し
て
か
ら
、
引
き
こ
も
っ
て
緩
や
か
に
流
れ
る
時
間
を
手
に
入
れ
た
。
忙
し
過
ぎ
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
生
活
で
は
時
間
は
飛
ぶ
よ
う
に
過
ぎ
た
の
と
好
対
照
で
あ
る
。
甲
虫
の
生
活
を
苦
し
み
な
が
ら
も
何
と
か
送
っ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
感
覚
は
最
後
の
部
分
で
も
述
べ
ら
れ
る
。主
人
公
は
妹
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
後
、
急
い
で
い
る
の
に
「
自
分
の
部
屋
ま
で
ず
い
ぶ
ん
距
離
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
」。
思
わ
ぬ
時
間
を
喰
っ
た
事
実
に
不
審
な
の
で
あ
る
。「
つ
い
さ
っ
き
は
衰
弱
し
て
い
た
の
に
お
な
じ
コ
ー
ス
を
大
変
だ
と
も
思
わ
ず
、
ど
う
や
っ
て
這
っ
た
の
か
、
ま
る
で
見
当
が
つ
か
な
い
」。時
間
や
距
離
の
感
覚
が
行
き
と
戻
り
で
は
ま
っ
た
く
違
う
の
だ
。 
 
カ
フ
カ
の
時
間
感
覚
は
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
独
特
で
あ
る
。『
田
舎
医
者
』で
は
医
者
が
患
者
の
家
に
到
達
す
る
の
は
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
る
の
に
対
し
、
戻
る
際
は
な
か
な
か
帰
り
着
か
な
い
。
小
品
『
隣
り
村
』
に
お
い
て
も
、
祖
父
が
、「
た
ま
げ
る
ほ
ど
短
い
」
半
生
を
惜
し
み
な
が
ら
、
若
者
は
い
く
ら
時
間
を
か
け
て
も
隣
り
村
に
行
き
着
け
な
い
と
警
告
す
る
。「
こ
と
も
な
く
過
ぎ
て
い
く
人
生
を
そ
っ
く
り
あ
て
」
る
の
だ
が
、
不
足
を
補
え
な
い
。
い
ず
れ
も
、
往
路
の
急
速
さ
に
お
い
て
、
あ
た
か
も
ワ
ー
プ
し
た
空
間
を
行
く
よ
う
な
感
じ
だ
。
と
な
れ
ば
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
（
特
殊
相
対
性
理
論
一
九
〇
五
年
、
一
般
相
対
性
理
論
一
九
一
六
年
）
を
思
い
浮
か
べ
て
も
よ
い
。
ヤ
ノ
ー
ホ
に
「
原
子
の
種
類
は
、
原
子
の
な
か
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
の
数
に
よ
っ
て
決
ま
る
」（『
カ
フ
カ
と
の
対
話
』
一
七
八
頁
）
と
語
る
よ
う
に
、
物
理
学
に
も
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
カ
フ
カ
は
、
も
し
相
対
性
理
論
を
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
確
信
的
に
時
間
の
歪
曲
を
考
慮
の
対
象
と
し
た
わ
け
だ
。
時
期
が
重
な
る
の
は
は
た
し
て
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
単
な
る
心
理
状
態
が
原
因
だ
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
。
カ
フ
カ
は
さ
ら
に
、
 
「
こ
の
世
界
を
一
瞬
の
閃
光
の
な
か
に
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
る
」（
同
六
二
頁
）と
語
っ
て
い
る
。
 
 
ま
さ
し
く
、
こ
れ
ら
主
人
公
た
ち
は
一
瞬
の
う
ち
の
移
動
で
、
こ
の
世
界
を
見
た
の
で
あ
る
。
 
 
他
に
も
、
た
と
え
ば
『
城
』
で
は
、
明
星
聖
子
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
測
量
士
Ｋ
が
第
三
章
ま
で
か
な
り
早
い
時
間
を
経
験
し
、
第
四
章
以
降
二
五
章
ま
で
は
非
常
に
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご
す
。
空
間
的
位
置
関
係
で
は
、
道
路
は
「
曲
が
っ
て
」
お
り
、「
城
か
ら
遠
ざ
か
り
も
せ
ず
近
寄
り
も
し
な
い
」
た
め
、
城
を
中
心
に
円
環
を
な
し
て
い
る
様
子
だ
。
お
い
そ
れ
と
到
着
で
き
な
い
道
筋
な
の
で
あ
る
。
建
物
ど
う
し
に
な
る
と
、
宿
屋
「
橋
亭
」
と
「
紳
士
亭
」
と
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
す
ぐ
隣
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
な
ど
も
時
間
感
覚
と
距
離
感
覚
が
極
め
て
短
い
の
に
、
逆
方
向
に
行
け
ば
ひ
ど
く
隔
た
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
と
い
え
ば
、
ま
る
で
測
量
士
Ｋ
の
よ
う
に
（
あ
る
い
は
Ｋ
が
グ
レ
85
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ー
ゴ
ル
の
よ
う
に
）、多
忙
な
業
務
時
間
か
ら
解
放
さ
れ
た
途
端
、極
度
に
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
生
き
る
。
新
聞
を
購
読
し
て
い
た
ザ
ム
ザ
家
に
は
客
観
的
時
間
が
流
れ
て
い
た（
金
成
陽
一
の
個
人
的
指
摘
）。な
の
に
、グ
レ
ー
ゴ
ル
に
と
っ
て
は
時
間
感
覚
が
な
く
な
っ
た
か
に
描
か
れ
、
外
光
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
季
節
を
判
断
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
明
ら
か
に
量
的
客
観
的
時
間
か
ら
質
的
内
面
的
時
間
に
変
わ
っ
た
。
池
内
紀
が
『
カ
フ
カ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（『
変
身
』）
で
言
う
「
時
間
の
変
身
」
と
は
、
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
 
 
こ
れ
ら
の
事
例
に
は
何
か
理
由
が
あ
り
そ
う
だ
。
 
 
肝
心
だ
と
思
え
る
も
の
は
、事
態
の
打
開
に
向
け
て
主
人
公
が
何
も
し
な
い
態
度
、
あ
る
い
は
で
き
な
い
情
況
で
あ
る
。
と
ん
で
も
な
く
激
し
い
事
態
急
変
の
な
か
で
、
復
路
、「
田
舎
医
者
」
は
家
に
残
し
た
女
中
を
救
え
ず
、「
若
者
」
は
隣
り
村
に
行
き
着
く
手
立
て
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
測
量
士
Ｋ
に
と
っ
て
も
城
へ
の
入
口
が
開
い
て
く
れ
な
い
。つ
い
に
、無
為
に
過
ぎ
て
い
く
時
間
が
示
唆
さ
れ
る
。グ
レ
ー
ゴ
ル
も
、
同
じ
く
何
ら
対
策
を
講
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
（ 5）。
 
 
こ
こ
に
は
不
条
理
で
は
捉
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
功
利
性
の
無
視
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
近
代
資
本
主
義
だ
け
で
な
く
近
代
合
理
主
義
精
神
さ
え
否
定
な
い
し
拒
否
し
て
い
る
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
努
力
の
方
向
さ
え
分
か
ら
な
い
。
文
明
の
進
化
と
と
も
に
人
間
が
本
来
的
に
抱
え
込
ん
だ
矛
盾
と
で
も
言
え
そ
う
な
も
の
だ
（
一
つ
の
例
は
註
９
を
参
照
）。
 
 
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
カ
フ
カ
が
準
備
し
た
出
来
事
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
筋
が
展
開
す
る
た
び
、
何
か
異
変
が
起
こ
る
の
が
わ
か
る
。
 
 
外
か
ら
認
め
ら
れ
る
特
徴
と
い
え
ば
、
人
間
的
属
性
が
一
つ
一
つ
奪
わ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
 
 
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
態
度
を
が
ん
こ
と
な
じ
り
、
集
金
し
た
金
の
使
い
込
み
を
社
長
が
疑
っ
て
い
る
と
揺
さ
ぶ
り
、「
ポ
ス
ト
だ
っ
て
安
泰
じ
ゃ
な
い
」と
脅
し
を
か
け
て
き
た
。グ
レ
ー
ゴ
ル
が
抗
弁
し
て
も
、「
動
物
の
声
」と
し
か
認
識
し
て
く
れ
な
い
。「
言
葉
は
も
う
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」。
こ
の
早
い
段
階
で
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
側
か
ら
意
思
疎
通
す
る
手
段
た
る
言
葉
が
剥
奪
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
鍵
を
回
す
時
に
は
歯
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。
 
 
自
室
の
ド
ア
三
つ
に
は
、
ホ
テ
ル
で
の
癖
が
抜
け
て
い
な
い
結
果
、
内
側
か
ら
鍵
を
か
け
て
お
い
た
が
、
今
や
外
か
ら
鍵
が
か
か
っ
て
い
る
。
部
屋
の
窓
は
外
界
を
垣
間
見
る
穴
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
自
由
へ
の
憧
憬
を
あ
ら
わ
す
表
象
だ
っ
た
よ
う
に
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
を
慰
め
て
く
れ
る
精
神
的
解
放
の
出
口
で
あ
っ
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
外
界
の
説
明
や
描
写
は
簡
潔
き
わ
ま
り
な
い
。
以
前
う
と
ま
し
か
っ
た
病
院
は
も
う
見
え
ず
、
区
別
の
つ
か
な
い
「
灰
色
の
空
と
灰
色
の
地
面
」
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
視
力
が
徐
々
に
落
ち
て
い
る
と
気
付
く
。
人
間
の
単
眼
か
ら
甲
虫
の
複
眼
に
な
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
属
性
の
一
つ
が
ま
た
剥
奪
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
い
は
劣
化
し
た
。
 
 
病
院
が
見
え
な
く
な
っ
た
事
実
は
変
身
を
元
に
戻
す
治
療
が
で
き
な
い
こ
と
の
寓
意
で
あ
ろ
う
。
初
日
、
医
者
も
帰
っ
た
。
人
知
の
限
界
で
あ
る
。
 
 
取
り
敢
え
ず
、「
朝
食
に
あ
り
つ
き
た
か
っ
た
」。
第
二
章
で
は
妹
に
よ
っ
て
ミ
ル
ク
な
ど
食
べ
物
が
運
び
込
ま
れ
る
が
、「
口
に
合
わ
な
い
」。
新
聞
紙
に
く
る
ま
れ
た
「
腐
り
か
け
の
古
い
野
菜
、ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
の
こ
び
り
つ
い
た
骨
」、か
つ
て
は
ま
ず
か
っ
た
チ
ー
ズ
な
ど
が
美
味
く
感
じ
ら
れ
た
。
味
覚
が
明
ら
か
に
変
調
を
き
た
し
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ている。少なく
とも変身前の
味覚とはかけ離
れてしまった
。
 
 
人間の姿形を失
ったうえ、
言葉も声も出なく
なった。歯
も消え、視力
が弱まり、あまつ
さえ味覚が
狂ってきた。すな
わち、事態
はグレーゴル
に厳しい方向へと
進展してい
く。この喪失ない
し降格のイ
メージ群は極
めて優れており、
シェイクス
ピアの収斂 イメ
ージに匹敵
する見事なも
のだ
（ 6）。
 
 
このイメージの
流れに乗っ
て、読者はいやで
も先を予想
する。五感の
うち、
他に失うべ
きものといえ
ば、
何であろう。
きっ
と聴力で
はないか。
グレーゴルの音
感については
後に重大な出来
事が起こる。
 
 
まるで時間の空
費や無為無
策に対する懲罰で
あるかのよ
うだ。近代社
会は無為の者に厳
しい社会で
あり、能力を発揮
できなくな
ったら、取り
残される。グレー
ゴルは軍隊
で尉官にまで昇進
、高い能力
を証明した。
民間ではセール
スマンとして
成功し、
家族
を養う自分の
甲斐
性を
「誇り」
に思っていた。変
身後、社会
的地
位も家族の資
格も失うと
、グレーゴル
は天井を這うこと
に楽しみを
見つけた。カフカ
は社会悲劇
を展開したか
ったとする評家も
いる。社会
から弾き出された
者の悲劇だ
。被害者は閉
ざされ 世界（部
屋＝牢獄）
で、自分の存在に
ついて考え
を巡らすもの
だが、
グレー
ゴルにはそ
の気配
がない。
無為
者も徹底し
てくる
と、
「モ
ノ」
同然の存在になる
はずだ。こ
こに社会批判をみ
てもよいが
、存在そのも
のと化した「モノ
」は恐ろし
い力を発揮する。
後述する
うに 周囲に
感覚麻痺や思考
停止を引き起
こすのである。
 
 
六
 
イメ
ージ
の効
力
 
  
さらにイメージ
に注目すれ
ば、カフカがいか
に神経を使
って物語構成
に腐心している
かはっきりす
るだろう。
 
 
妹はグレーゴル
のため、母
親と一緒にチェス
トと机をの
けて這いまわ
れるよう してや
ろうとした
。子供の頃から使
ってきた
はないと困る
が、片付けられ
た。
 
 
グレーゴルは壁
に掛かって
いる絵に目を向け
る。冒頭に
出てきた裸
女
の絵である。
けられては
たまらない。体
押し当て、
妹の手から守
ろうとした。この
行為で、絵
は単なる装飾では
なく、象徴
的意味が込め
られていたと明ら
かにされる
。最後に残された
、人間であ
ることの縁で
あったのだ。甲虫
が絵の女性
と（見せかけだけ
でも）交尾
している み
て、性的問題がか
らんでいる
とする評家もいる
ほど ある
。なおさら守
りたかったであ
ろう。
 
 
グレーゴルの両
親は五年前
倒産し社長に借金
していた。
父親の話から
少し「昔の財産が
まだ残って
」いると分かる。
グレーゴル
が入れた金も
幾分貯蓄されてい
た。この情
報はグレーゴルが
引きこもり
になって初め
て明らかになる。
家族からも
情報上阻害されて
いたわけだ
。父親はグレ
ーゴルの家族 対
する愛情を
利用していたと
え言える。
それを不問に
してくれ いる息
子の異変と
なれば、困惑も深
かろう。収
入不足は深刻
である。そこで、
老齢の父親
とぜんそく持ちの
母親も、生
活費を稼ぐ必
要が出て
きた。グ
レーゴルは
家計の話になると
、「恥
ずかし
さと悲しさ」
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で
身
が
熱
く
な
っ
た
。
貯
蓄
隠
匿
の
父
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、
稼
げ
な
く
な
っ
た
自
分
を
責
め
る
。
主
人
公
の
性
格
を
如
実
に
表
わ
す
叙
述
で
あ
る
。
 
 
父
親
が
外
出
か
ら
帰
っ
て
き
た
。普
段
不
活
発
な
男
が
、「
銀
行
の
用
務
員
が
着
る
よ
う
な
、金
ボ
タ
ン
つ
き
の
紺
の
制
服
を
ぴ
し
っ
と
着
て
い
る
」。き
わ
め
て
厳
し
く
接
す
る
こ
と
だ
け
が
適
切
な
態
度
と
心
得
て
い
る
父
親
が
、
と
う
と
う
制
服
を
手
に
入
れ
た
。
 
 
こ
の
あ
た
り
、
カ
フ
カ
自
身
の
家
庭
の
事
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
厳
父
の
言
行
は
、
多
様
な
解
釈
を
許
す
『
父
へ
の
手
紙
』
や
、
ヤ
ノ
ー
ホ
『
カ
フ
カ
と
の
対
話
』
に
お
い
て
赤
裸
々
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
根
拠
に
私
小
説
と
み
る
の
は
、
は
た
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
息
子
に
会
い
た
が
っ
て
い
た
母
親
は
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
姿
を
見
て
失
神
す
る
。
妹
か
ら
叱
責
さ
れ
た
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
失
地
回
復
を
図
る
が
、
母
親
は
な
か
な
か
気
を
取
り
戻
さ
な
い
。
そ
こ
へ
父
親
が
帰
宅
し
た
。
事
態
を
見
て
、
敵
意
も
あ
ら
わ
に
グ
レ
ー
ゴ
ル
を
追
い
か
け
る
。
息
子
は
走
っ
て
逃
げ
る
し
か
な
い
。
赤
い
リ
ン
ゴ
を
投
げ
つ
け
ら
れ
た
。何
個
目
か
が
グ
レ
ー
ゴ
ル
の「
背
中
に
食
い
込
ん
だ
」。ど
う
し
て
甲
羅
の
よ
う
に
固
い
背
中
に
リ
ン
ゴ
が
食
い
込
む
か
、（
作
者
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
筋
を
運
ぶ
）
と
い
う
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
の
批
判
も
あ
ろ
う
が
、
カ
フ
カ
は
そ
う
し
た
矛
盾
な
ど
悠
々
と
乗
り
越
え
る
。
こ
の
程
度
の
齟
齬
な
ら
、
寓
話
形
式
で
は
「
無
理
な
く
」
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
リ
ン
ゴ
と
い
え
ば
、
楽
園
で
は
知
恵
の
実
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
現
実
で
は
、
凶
器
に
変
わ
り
得
る
と
示
さ
れ
た
。
口
で
食
べ
た
の
で
は
な
く
背
中
で
受
け
た
に
し
ろ
、
リ
ン
ゴ
を
体
内
に
取
り
込
ん
だ
。
意
志
に
か
か
わ
り
な
く
、
原
罪
を
犯
す
よ
う
仕
向
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
二
章
の
終
わ
り
に
配
さ
れ
た
、
こ
の
皮
肉
な
（
あ
る
い
は
滑
稽
な
）
め
ぐ
り
あ
わ
せ
こ
そ
、
追
放
の
第
二
の
象
徴
で
あ
る
。
 
 
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
深
手
を
負
い
、
一
か
月
以
上
苦
し
ん
だ
。
リ
ン
ゴ
は
「
肉
に
食
い
込
ん
だ
ま
ま
」
で
あ
る
。
部
屋
を
横
切
る
に
も
何
分
も
か
か
る
。
た
だ
、
自
分
は
見
ら
れ
ず
に
、
リ
ビ
ン
グ
に
集
ま
る
家
族
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
は
何
か
覗
き
見
の
安
心
感
が
あ
る
。
窃
視
者
の
心
裡
に
近
い
だ
ろ
う
か
。
現
代
で
は
顔
や
表
情
を
隠
す
サ
ン
グ
ラ
ス
や
マ
ス
ク
、
フ
ー
ド
、
厚
化
粧
な
ど
が
思
い
当
た
る
。
髭
も
、
後
に
出
て
く
る
間
借
り
人
の
よ
う
に
、
仮
面
の
役
割
を
果
た
す
。
匿
名
性
の
愉
楽
は
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
惨
状
に
対
比
さ
れ
る
と
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
に
な
る
だ
ろ
う
。
 
 
両
親
に
加
え
、
妹
も
店
員
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
り
、
夜
は
速
記
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
に
い
そ
し
む
。
音
楽
は
諦
め
た
ら
し
い
。
父
は
制
服
の
ま
ま
椅
子
で
寝
入
っ
た
。
父
親
の
制
服
は
ボ
タ
ン
が
金
ぴ
か
に
磨
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
ど
ん
ど
ん
汚
れ
て
い
き
、
着
心
地
も
悪
い
は
ず
だ
。
 
 
注
目
す
べ
き
は
こ
の
制
服
で
あ
る
。
二
度
も
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
当
然
、
も
う
一
つ
の
制
服
を
想
起
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
リ
ビ
ン
グ
正
面
の
壁
に
懸
け
て
あ
る
写
真
に
写
っ
た
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
少
尉
姿
で
あ
る
。
奇
し
く
も（
む
ろ
ん
計
算
さ
れ
て
い
る
が
）、軍
服
と
父
の
制
服
と
は
、同
じ
象
徴
的
価
値
を
持
つ
。
写
真
の
重
要
性
が
こ
こ
で
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
両
方
と
も
、
組
織
の
側
の
人
間
を
表
象
す
る
の
だ
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
除
隊
で
体
制
か
ら
脱
し
た
一
方
、
父
親
は
体
制
に
入
っ
た
。
汚
れ
て
き
た
制
服
は
自
由
を
束
縛
さ
れ
疲
労
し
て
き
た
情
況
を
指
す
と
は
い
え
、
父
親
の
権
威
の
回
復
を
も
象
徴
す
る
。
 
 
家
庭
内
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
主
人
公
（
息
子
）
が
父
親
に
言
わ
れ
る
ま
ま
自
殺
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す
る
『
判
決
』
の
主
題
で
あ
る
が
、
カ
フ
カ
家
の
反
映
だ
と
は
か
ね
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。通
常
な
ら
代
替
わ
り
し
て
子
供
に
引
き
継
が
れ
る
制
度
が
、『
判
決
』と
同
じ
よ
う
に
『
変
身
』
で
も
主
人
公
の
死
に
つ
な
が
る
。
ま
さ
に
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
受
け
継
げ
な
い
人
間
は
、
存
在
す
ら
脅
か
さ
れ
る
情
況
が
提
示
さ
れ
る
。
父
殺
し
な
ら
ぬ
、
息
子
殺
し
は
、
単
に
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
裏
返
し
で
は
あ
る
ま
い
。
お
そ
ら
く
、
セ
ー
ル
マ
ン
と
し
て
有
能
だ
っ
た
グ
レ
ー
ゴ
ル
に
対
す
る
処
罰
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
閉
ざ
さ
れ
た
家
庭
内
で
は
近
親
相
姦
が
見
易
い
。
と
な
れ
ば
禁
忌
が
問
題
と
な
る
。
母
と
息
子
の
そ
れ
で
は
な
い
。
兄
と
妹
の
関
係
で
あ
る
。
妹
は
家
庭
で
唯
一
人
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
面
倒
を
見
る
。
兄
の
妹
に
対
す
る
愛
情
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、「
音
楽
学
校
に
入
れ
て
や
り
た
い
」
と
望
む
ほ
ど
だ
。父
親
は
こ
の
近
親
相
姦
的
愛
情
に
危
険
を
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
家
計
に
目
を
戻
せ
ば
、
三
人
の
稼
ぎ
で
は
足
り
ず
、
ま
す
ま
す
窮
屈
に
な
り
、
一
人
だ
け
残
っ
た
女
中
に
は
辞
め
て
も
ら
っ
た
。
代
わ
り
に
、
骨
ば
っ
た
白
髪
の
家
政
婦
に
通
い
で
来
て
も
ら
う
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
す
べ
て
売
り
払
わ
れ
た
。
だ
が
、
広
す
ぎ
る
家
は
引
き
払
え
な
い
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
を
ど
う
や
っ
て
移
動
さ
せ
る
か
、
見
当
も
つ
か
な
い
の
だ
。
最
も
大
き
い
理
由
は
「
絶
望
し
て
い
た
か
ら
」
だ
。
稀
な
こ
と
に
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
背
中
の
傷
が
痛
み
一
睡
も
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
た
。
 
 
老
家
政
婦
は
世
間
擦
れ
し
た
下
層
階
級
の
女
性
ら
し
い
。
カ
フ
カ
の
父
親
が
チ
ェ
コ
人
を
雇
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
お
そ
ら
く
チ
ェ
コ
人
だ
ろ
う
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
を
そ
れ
ほ
ど
嫌
悪
せ
ず
、
朝
晩
の
ぞ
き
こ
ん
で
は
「
ク
ソ
虫
」
と
親
し
げ
に
呼
び
か
け
た
。
春
近
く
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
が
怒
っ
て
立
ち
向
か
う
と
、
椅
子
を
振
り
上
げ
て
対
峙
し
た
。
下
層
階
級
の
存
在
感
が
際
立
つ
場
面
で
あ
り
、
中
産
階
級
何
す
る
も
の
ぞ
と
ば
か
り
（
あ
る
い
は
民
族
運
動
の
高
揚
を
背
景
に
、
ド
イ
ツ
系
に
対
す
る
独
立
運
動
を
示
威
す
る
つ
も
り
か
）、作
中
、最
も
は
つ
ら
つ
と
し
た
人
物
と
し
て
大
活
躍
だ
。
同
時
期
に
書
か
れ
た
『
火
夫
』（『
失
踪
者
』
第
一
章
）
の
、
性
を
武
器
に
し
た
女
中
を
思
わ
せ
る
。
 
 
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
く
な
っ
た
。
売
れ
な
い
が
、
捨
て
た
く
な
い
も
の
が
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
部
屋
に
投
げ
込
ま
れ
、
物
置
代
わ
り
に
さ
れ
た
。
家
計
の
足
し
と
し
て
、
男
三
人
に
部
屋
を
貸
し
た
か
ら
だ
。
み
な
生
真
面
目
で
、
三
人
と
も
髭
を
生
や
し
て
い
た
。
似
た
よ
う
な
表
情
で
区
別
が
つ
け
に
く
い
。
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
を
想
起
す
れ
ば
足
り
る
だ
ろ
う
。
 
 
あ
る
晩
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
が
台
所
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。
夕
食
を
済
ま
せ
た
間
借
り
人
た
ち
は
音
色
に
惹
か
れ
、
リ
ビ
ン
グ
に
妹
を
呼
ん
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
か
せ
た
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
ド
ア
の
開
い
て
い
た
リ
ビ
ン
グ
の
中
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
聴
い
た
。
こ
う
し
て
、「
自
慢
に
思
っ
て
い
た
」
他
人
へ
の
配
慮
を
忘
れ
た
―
―
怒
り
か
ら
無
遠
慮
へ
と
程
度
は
進
む
。
明
ら
か
に
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
行
動
様
式
が
変
わ
っ
て
き
た
。「
糸
く
ず
、
髪
の
毛
、
食
べ
物
の
か
す
を
背
中
や
脇
腹
に
く
っ
つ
け
て
這
」
う
。「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
無
関
心
に
な
っ
」
た
。
こ
れ
は
鬱
の
症
状
に
外
な
ら
な
い
。
喪
失
の
表
象
は
さ
ら
な
る
深
化
を
み
せ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
間
借
り
人
た
ち
は
演
奏
に
う
ん
ざ
り
し
た
。
彼
ら
を
大
衆
の
象
徴
だ
と
み
れ
ば
、
努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
が
芸
術
に
は
あ
る
と
い
う
、
芸
術
家
の
卵
に
対
す
る
警
鐘
と
も
な
る
。
英
詩
人
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ツ
に
な
ら
え
ば
、
絵
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
聞
こ
え
な
い
楽
の
音
こ
そ
至
福
を
も
た
ら
す（「
ギ
リ
シ
ャ
の
壺
に
寄
せ
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る
オ
ー
ド
」）。カ
フ
カ
も『
人
魚
の
沈
黙
』で
、オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス（
ホ
メ
ロ
ス『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
主
人
公
）
に
対
す
る
サ
イ
レ
ン
の
「
歌
よ
り
も
は
る
か
に
強
力
な
武
器
」
は
「
沈
黙
」
だ
と
同
趣
旨
の
言
明
を
し
て
い
る
。
耳
に
聞
こ
え
る
下
手
な
音
で
は
駄
目
な
の
だ
。
 
 
だ
が
、グ
レ
ー
ゴ
ル
は
妹
の
演
奏
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
。「
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
未
知
の
栄
養
へ
の
道
が
、見
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
」。音
楽
が
も
た
ら
す
効
用
は
「
動
物
」
に
堕
ち
た
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
。
お
そ
ら
く
音
感
が
劣
化
し
た
の
だ
。
さ
も
な
け
れ
ば
「
素
晴
ら
し
い
」
と
感
じ
な
か
っ
た
は
ず
だ
ろ
う
。
降
下
の
イ
メ
ー
ジ
は
つ
い
に
聴
覚
の
異
変
に
ま
で
到
達
し
た
。
体
制
か
ら
外
れ
、
人
間
の
姿
形
を
失
っ
て
初
め
て
、グ
レ
ー
ゴ
ル
は「
未
知
の
栄
養
」へ
向
か
え
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
立
花
健
吾
は
『
カ
フ
カ
初
期
作
品
論
集
』
で
こ
れ
を
形
而
上
学
的
昇
格
と
呼
ん
だ
。
肉
体
的
に
は
虫
へ
の
降
格
を
蒙
り
な
が
ら
、
精
神
で
は
逆
転
し
て
い
る
と
い
う
議
論
だ
。
 
 
で
は
、
い
っ
た
い
、「
未
知
の
栄
養
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
立
花
は
「
解
釈
不
可
能
な
あ
る
も
の
」
と
し
て
い
る
が
、
一
つ
だ
け
例
を
挙
げ
れ
ば
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
あ
っ
て
、音
楽
は
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
治
療
薬
で
あ
っ
た（『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
四
幕
五
場
、『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』
五
幕
一
場
）。
ド
イ
ツ
で
も
五
月
の
到
来
を
祝
う
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
祭
り
に
お
い
て
音
楽
は
付
き
も
の
で
あ
る
。
カ
フ
カ
自
身
、
音
楽
は
幸
せ
を
も
た
ら
す
と
作
中
人
物（
鼠
）に
言
わ
せ
た（『
歌
姫
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
、
あ
る
い
は
二
十
日
鼠
族
』）し
、犬
に
も
音
楽
に
つ
い
て
の
学
問
は
食
べ
物
に
つ
い
て
の
学
問
よ
り
実
り
豊
か
だ
と
言
明
さ
せ
た（『
あ
る
犬
の
研
究
』）。も
し
治
療
し
て
く
れ
る
の
が
名
人
の
演
奏
だ
と
す
れ
ば
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
ま
た
逆
説
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
カ
フ
カ
は
『
城
』
で
も
音
楽
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
本
人
は
音
痴
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
ぼ
く
の
非
音
楽
性
の
本
質
的
な
点
は
、ぼ
く
が
音
楽
を
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
」と
か
、「
音
楽
的
感
銘
が
あ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
」
な
ど
と
、
一
九
一
一
年
一
二
月
一
三
日
の
日
記
で
告
白
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
一
層
音
楽
に
対
す
る
憧
れ
は
強
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
 
 
間
借
り
人
の
男
が「（
演
奏
を
聴
く
た
め
）ゆ
っ
く
り
前
進
し
て
く
る
グ
レ
ー
ゴ
ル
を
指
さ
し
た
」。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
よ
り
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
ほ
う
を
楽
し
ん
で
い
る
。抽
象
的
夾
雑
音
よ
り
も
具
体
的
象
形
の
ほ
う
が
訴
え
る
力
は
強
い
。
三
人
は
「
こ
の
部
屋
の
解
約
を
通
告
」
し
、
部
屋
代
は
払
わ
な
い
旨
宣
告
し
た
。
 
 
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
妹
を
自
室
に
呼
び
、「
音
楽
学
校
に
入
れ
て
や
る
」と
告
げ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
計
画
が
失
敗
」
し
、
食
事
が
摂
れ
ず
、
空
腹
の
た
め
一
歩
も
動
け
な
い
。
空
腹
感
は
冒
頭
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
生
理
的
で
健
全
な
欲
求
か
ら
人
為
的
に
抑
制
さ
れ
た
欲
求
へ
変
わ
っ
て
お
り
、
空
腹
感
（
あ
る
い
は
感
覚
全
般
）
の
変
容
、
変
身
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
契
約
解
除
を
契
機
と
し
て
、
妹
が
「
こ
の
怪
物
」
は
「
お
払
い
箱
に
す
る
」
と
宣
言
し
た
。「
お
父
さ
ん
も
、
お
母
さ
ん
も
殺
さ
れ
ち
ゃ
う
よ
」
と
泣
き
叫
ぶ
。「
こ
ん
な
厄
介
を
抱
え
て
」
生
き
て
い
け
な
い
。
介
護
に
限
界
が
き
た
の
で
あ
る
。
 
 
妹
は
グ
レ
ー
ゴ
ル
を「
そ
れ
」と
呼
び
、「
出
て
行
っ
て
も
ら
お
う
」と
提
言
し
た
。
ま
っ
た
き
裏
切
り
行
為
で
あ
り
、父
の
背
後
に
隠
れ
る
が
、「
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
誰
か
を
怖
が
ら
せ
る
つ
も
り
な
ど
な
か
っ
た
」
―
―
善
意
の
性
向
は
最
後
ま
で
貫
か
れ
る
。
部
屋
に
戻
る
や
、ド
ア
が
締
め
ら
れ
外
か
ら
閂
を
掛
け
ら
れ
た
。急
い
だ
の
は
妹
で
、
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「
や
っ
た
よ
」
と
両
親
に
叫
ん
だ
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
を
最
終
的
に
追
放
し
た
の
は
他
で
も
な
い
、
妹
で
あ
っ
た
。
 
 
自
室
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
全
然
動
け
な
く
な
っ
た
。
知
恵
に
よ
り
生
を
豊
か
に
す
る
は
ず
の
リ
ン
ゴ
は
背
中
に
め
り
こ
ん
だ
ま
ま
腐
っ
て
い
た
。
あ
た
か
も
原
罪
の
報
い
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。「
消
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
る
。
塔
の
時
計
が
朝
の
三
時
を
打
っ
た
。窓
の
外
が
明
る
く
な
っ
て
い
く
。「
鼻
の
穴
か
ら
最
後
の
息
が
弱
々
し
く
流
れ
出
た
」。弔
い
の
鐘
代
わ
り
に
時
報
が
鳴
り
響
い
た
だ
け
だ
。
臨
終
の
描
写
は
感
情
を
抑
え
た
も
の
で
、
む
し
ろ
素
っ
気
な
い
。
 
 
七
 
死
と
生
 
  
グ
レ
ー
ゴ
ル
甲
虫
が
死
ん
で
か
ら
本
格
的
に
視
点
が
変
わ
る
。
い
わ
ゆ
る
全
知
の
神
様
視
点
に
よ
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
家
政
婦
が
や
っ
て
き
て
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
を
く
す
ぐ
っ
た
が
反
応
が
な
く
、
ザ
ム
ザ
夫
妻
に
「
く
た
ば
っ
て
ま
す
よ
」
と
呼
び
か
け
た
。
一
家
が
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
部
屋
に
入
る
。
家
政
婦
は
死
骸
を
箒
で
脇
の
ほ
う
へ
動
か
し
た
。
父
親
は
「
神
に
感
謝
で
き
る
」
と
言
い
、
妹
は
「
な
ん
て
や
せ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
驚
嘆
す
る
。
死
骸
は
完
全
に
「
ぺ
し
ゃ
ん
こ
」
だ
っ
た
。
三
月
末
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 
ザ
ム
ザ
氏
は
妻
と
娘
に
腕
を
貸
し
、朝
食
に
来
た
間
借
り
人
三
人
と
対
峙
、「
出
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
勧
告
す
る
。
制
服
の
権
威
を
借
り
た
と
は
い
え
、
自
己
を
取
り
戻
し
た
態
度
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
借
金
を
払
え
る
と
い
う
自
信
が
湧
い
て
き
た
表
れ
だ
。何
よ
り
、グ
レ
ー
ゴ
ル
の
介
護
が
必
要
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
男
た
ち
は
黙
っ
て
お
辞
儀
を
し
、
出
て
行
っ
た
。
 
 
一
家
は
「
今
日
は
休
ん
で
散
歩
し
よ
う
」
と
決
め
た
。
欠
勤
届
を
書
き
始
め
る
。
 
 
老
家
政
婦
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
報
告
し
た
。「
隣
の
部
屋
の
あ
れ
で
す
が
ね
、ど
う
や
っ
て
片
づ
け
る
か
、
心
配
し
な
い
で
い
い
ん
で
す
よ
。
も
う
、
ち
ゃ
ん
と
や
り
ま
し
た
か
ら
」。遺
骸
は
ま
っ
た
く
人
間
的
な
扱
い
を
さ
れ
ず
、家
政
婦
に
モ
ノ
、ゴ
ミ
と
し
て
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
 
 
ザ
ム
ザ
氏
は
家
政
婦
の
お
し
ゃ
べ
り
に
不
快
感
を
覚
え
、
夕
方
に
は
ク
ビ
だ
、
と
家
族
に
告
げ
る
。
息
子
の
処
遇
に
反
発
し
た
よ
う
だ
―
―
本
来
は
家
族
で
埋
葬
す
べ
き
だ
っ
た
。
当
時
、
急
激
な
工
業
化
・
都
市
化
に
よ
り
大
家
族
か
ら
核
家
族
へ
と
細
分
化
す
る
社
会
現
象
が
生
じ
て
い
た
。
グ
ス
タ
フ
・
ヤ
ノ
ー
ホ
の
報
告
で
は
、
カ
フ
カ
自
身
「
知
的
な
仕
事
は
、
人
間
を
人
間
の
共
同
生
活
か
ら
引
き
離
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
現
代
の
オ
タ
ク
や
ニ
ー
ト
を
想
起
さ
せ
る
が
、
大
家
族
は
、
社
会
か
ら
も
個
人
か
ら
も
、
そ
の
必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
た
の
だ
―
―
。
ザ
ム
ザ
氏
は
「
過
ぎ
た
こ
と
は
も
う
忘
れ
る
ん
だ
」
と
言
い
聞
か
し
た
。
厄
介
物
は
忘
れ
る
に
限
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。
妻
と
娘
は
欠
勤
届
を
書
き
終
え
た
。
 
 
一
家
三
人
、
散
歩
す
る
た
め
家
を
出
た
。
路
面
電
車
の
中
で
「
将
来
の
見
通
し
」
を
語
り
合
う
。「
三
人
の
仕
事
は
恵
ま
れ
て
い
て
、
前
途
が
有
望
だ
っ
た
」。
グ
レ
ー
ゴ
ル
が
選
ん
だ
今
の
家
を
出
て
、
も
っ
と
小
さ
く
安
く
、
立
地
条
件
が
良
く
、
使
い
勝
手
の
い
い
家
に
引
っ
越
す
希
望
を
語
る
―
―
効
率
化
、
快
適
化
な
ど
、
高
度
文
明
化
社
会
の
象
徴
的
表
現
と
も
見
え
る
―
―
。娘
は
生
き
生
き
し
て
く
る
。両
親
は「
そ
ろ
そ
ろ
い
い
相
手
を
探
し
て
や
ろ
う
」
と
考
え
た
。
目
的
の
駅
で
娘
が
「
背
伸
び
を
し
た
」
時
、「
そ
れ
が
、
自
分
た
ち
の
新
し
い
夢
と
よ
い
意
図
を
保
証
し
て
く
れ
る
」
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よ
う
に
思
え
た
。
 
 
大
団
円
で
は
、
三
人
が
自
己
の
存
在
感
を
つ
か
み
始
め
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
完
全
に
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
影
響
（
庇
護
と
同
時
に
介
護
）
か
ら
脱
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
何
よ
り
、
数
か
月
ぶ
り
の
外
出
の
お
蔭
で
あ
ろ
う
。
 
 
カ
フ
カ
自
身
、
日
課
と
し
て
散
歩
し
た
。
健
康
へ
の
効
用
を
信
じ
た
か
ら
だ
。
当
時
青
年
が
熱
中
し
た
の
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
（「
渡
り
鳥
」）
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
で
始
ま
っ
た
。
外
に
出
て
、
自
然
を
満
喫
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
あ
る
。
カ
フ
カ
も
自
然
愛
好
者
の
保
養
所
（
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
へ
頻
繁
に
出
か
け
た
。
外
出
は
、
歴
史
的
背
景
か
ら
眺
め
れ
ば
健
全
さ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
 
 
先
に
、「
自
然
に
掲
げ
た
鏡
」と
い
う
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
演
劇
理
念
を
問
題
提
起
し
て
お
い
た
が
、
現
実
を
取
り
こ
む
姿
勢
は
見
事
に
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
。
 
 
八
 
手
法
 
 
 
技
法
と
し
て
す
ぐ
気
付
く
こ
と
は
、
比
喩
が
少
な
い
点
で
あ
る
。
暗
喩
は
ま
ず
使
わ
れ
な
い
。
一
九
二
一
年
一
二
月
六
日
の
日
記
に
「
隠
喩
と
い
う
も
の
は
、
書
く
こ
と
に
関
し
て
ぼ
く
を
絶
望
さ
せ
る
多
く
の
も
の
の
一
つ
だ
」と
記
さ
れ
て
お
り
、『
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
集
成
』
で
も
、「
言
葉
は
・
・
・
感
覚
世
界
の
外
の
こ
と
（
に
つ
い
て
）
は
・
・
・
比
喩
的
に
は
使
え
な
い
」
と
あ
る
。
こ
こ
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
は
大
き
く
異
な
る
特
徴
だ
。
卓
抜
な
比
喩
は
読
者
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
る
が
、
カ
フ
カ
は
意
図
的
、
戦
略
的
に
、
寡
少
の
使
用
に
留
め
た
。
直
喩
に
な
る
と
「
～
の
よ
う
に
」
と
し
て
度
々
現
れ
る
―
―
赤
い
リ
ン
ゴ
が
「
感
電
し
た
よ
う
に
」
床
を
転
げ
ま
わ
っ
た
、
な
ど
は
巧
み
だ
―
―
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
寓
話
が
隠
喩
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
 
 
イ
メ
ー
ジ
は
指
摘
し
た
通
り
、緊
密
に
つ
な
が
り
合
っ
て
い
る
。効
果
的
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
ど
ん
で
ん
返
し
の
道
具
と
し
て
さ
え
働
い
て
く
る
。
 
 
さ
て
、
一
九
世
紀
的
手
法
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
か
な
り
頻
繁
に
作
者
が
顔
を
出
す
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
視
点
が
中
心
で
あ
る
が
、
神
様
視
点
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
最
後
の
部
分
は
そ
の
典
型
だ
。
文
献
学
者
バ
イ
ス
ナ
ー
は
、
モ
チ
ー
フ
を
複
数
混
淆
し
た
ゲ
ー
テ
や
、
全
知
の
語
り
手
が
視
点
を
あ
ち
こ
ち
遠
く
に
移
動
さ
せ
る
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
く
ら
べ
、
三
人
称
視
点
で
も
、
主
人
公
に
密
着
、
そ
の
視
点
と
考
え
を
通
じ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
、
と
評
価
し
た
。
 
 
反
面
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
作
家
た
ち
は
一
九
世
紀
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
飽
き
足
ら
ず
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
や
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
、
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
は
意
識
の
流
れ
を
主
張
、近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
対
極
に
立
っ
た
。鏡
は
時
に
歪
む
し
、
左
右
逆
と
嘘
も
吐
く
。
必
ず
し
も
正
確
な
像
を
写
し
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
良
く
知
ら
れ
る
通
り
、
社
会
を
全
知
の
神
様
視
点
で
描
く
こ
と
は
、
社
会
が
従
来
通
り
規
定
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
た
の
で
、
も
は
や
不
可
能
と
し
た
の
だ
。
そ
の
後
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
も
踏
襲
さ
れ
る
。
 
 
こ
の
面
で
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
を
手
本
と
し
た
カ
フ
カ
は
、
時
代
の
先
端
に
は
つ
か
な
か
っ
た
。
た
だ
、
認
識
の
項
で
述
べ
た
通
り
、
師
の
描
写
法
を
採
用
し
た
も
の
の
、
合
理
的
説
明
の
拒
否
に
徹
し
寓
話
形
式
に
固
執
し
た
た
め
、
結
果
は
師
の
手
法
そ
の
も
の
を
虚
仮
に
す
る
と
い
う
逆
説
的
な
結
果
に
な
っ
た
。
意
識
の
流
れ
と
は
別
の
形
で
、
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
相
対
化
を
成
し
と
げ
た
と
い
え
る
。
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よ
く
指
摘
さ
れ
る
通
り
、『
変
身
』
と
同
じ
主
題
を
扱
う
中
島
敦
『
山
月
記
』（
一
九
四
二
年
）
で
は
、
李
徴
が
虎
に
転
身
し
て
、
友
人
（
ま
た
読
者
）
に
「
臆
病
な
自
尊
心
と
、
尊
大
な
羞
恥
心
」
が
変
身
の
原
因
だ
と
説
明
し
た
。
読
者
は
理
由
を
知
り
た
い
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
虎
に
な
っ
た
か
、
ど
ん
な
気
分
だ
っ
た
か
、
縷
々
と
語
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
読
者
の
胸
に
す
と
ん
と
落
ち
る
も
の
が
な
い
。
ま
た
、
カ
フ
カ
に
は
た
っ
ぷ
り
あ
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
見
当
た
ら
な
い
。
説
明
に
よ
る
辻
褄
合
わ
せ
は
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
限
界
に
外
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。虎
へ
の
変
身
と
い
う
素
材
を
生
か
し
き
れ
ず
、道
徳
的
教
訓
に
堕
し
た
、
と
い
う
批
判
さ
え
あ
る
。手
法
に
支
配
さ
れ
た
結
果
だ
。『
山
月
記
』が
方
法
論
的
に
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
を
相
対
化
す
る
、
す
な
わ
ち
克
服
す
る
と
こ
ろ
ま
で
突
き
詰
め
ら
れ
た
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
素
材
を
生
か
し
き
れ
な
か
っ
た
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。（
む
ろ
ん
、『
山
月
記
』
が
読
む
に
値
し
な
い
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
し
、
む
し
ろ
丁
寧
に
読
み
込
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
近
代
日
本
文
学
の
名
短
編
の
一
つ
な
の
だ
。
誤
解
な
い
よ
う
願
い
た
い
。）
 
 
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
立
て
る
た
め
、作
家
は
様
々
な
工
夫
を
す
る
。カ
フ
カ
の
場
合
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
性
格
付
け
が
興
味
深
い
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
、
家
族
や
会
社
の
人
間
に
対
し
思
い
や
り
を
優
先
す
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。
い
い
人
、
優
し
い
人
が
強
調
さ
れ
る
。
裏
に
退
避
願
望
が
あ
る
に
し
て
も
、
ま
た
三
度
ほ
ど
怒
る
に
し
て
も
、
そ
の
奥
ゆ
か
し
さ
は
歯
痒
い
ほ
ど
だ
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
繊
細
な
性
格
は
最
後
ま
で
保
た
れ
る
。
 
 
カ
フ
カ
自
身
の
性
格
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
も
、
何
も
言
っ
た
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。弱
者
に
し
て
引
き
こ
も
り
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
に
対
し
、一
〇
年
後
の『
城
』
の
主
人
公
Ｋ
に
そ
の
対
極
を
見
出
せ
る
か
ら
だ
。
測
量
士
Ｋ
は
ど
ん
な
苛
め
、
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
も
、
村
に
残
ろ
う
と
す
る
。
村
人
の
迷
惑
を
顧
慮
し
な
い
、
し
た
た
か
な
人
物
で
あ
る
。
た
だ
、
む
し
ろ
、
事
態
打
開
の
た
め
の
方
法
も
見
つ
か
ら
ず
、
自
分
の
意
思
が
通
ら
な
い
情
況
に
は
、
変
わ
り
が
な
い
の
だ
。
 
 
一
方
、
親
切
だ
っ
た
妹
は
若
々
し
い
肉
体
を
解
放
さ
せ
、
背
伸
び
を
す
る
。
厳
格
だ
っ
た
父
親
も
大
黒
柱
の
誇
り
を
取
り
戻
し
、
う
ろ
た
え
て
い
た
病
弱
の
母
親
も
内
職
が
気
に
入
り
、
重
労
働
な
が
ら
生
気
を
蘇
ら
せ
て
き
た
。
 
 
実
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
作
中
で
変
身
を
遂
げ
た
の
は
両
親
と
妹
で
あ
っ
た
。
と
く
に
一
七
歳
の
妹
は
思
春
期
の
少
女
か
ら
女
へ
と
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
い
わ
ば
、
蛹
か
ら
羽
化
し
た
ば
か
り
の
蝶
で
あ
る
。「
背
伸
び
」
が
そ
の
象
徴
的
表
現
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
 
 
カ
フ
カ
は
装
丁
に
虫
の
絵
を
描
く
こ
と
を
拒
否
し
た
。
何
を
物
語
る
だ
ろ
う
か
。
想
像
力
で
脳
裏
に
描
い
て
欲
し
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
羽
化
も
読
者
の
想
像
力
に
委
ね
た
と
考
え
て
よ
い
。
 
 
そ
も
そ
も
、
カ
フ
カ
は
、
な
ぜ
虫
へ
の
変
身
と
い
う
発
想
を
得
た
か
、
そ
の
原
点
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
 
 
変
身
の
着
想
は
『
雑
種
』、『
ア
カ
デ
ミ
ー
に
報
告
す
る
』
な
ど
い
く
つ
か
の
カ
フ
カ
作
品
に
現
れ
、『
田
舎
の
婚
礼
準
備
』（
一
九
〇
七
年
）
の
甲
虫
が
最
も
は
っ
き
り
し
た
最
初
の
例
で
あ
ろ
う
。
 
 
エ
リ
ッ
ク
・
ス
マ
ジ
ャ
『
笑
い
』
に
よ
れ
ば
、「
虫
さ
ん
だ
ぞ
お
」
と
い
う
子
供
の
遊
び
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
候
補
に
な
っ
た
ジ
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『
昆
虫
記
』（
一
八
七
九
～
一
九
〇
七
年
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
珍
し
い
興
味
の
持
ち
方
と
言
わ
れ
、
著
者
存
命
中
フ
ラ
ン
ス
で
は
売
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。（
高
齢
に
な
る
と
大
統
領
ポ
ア
ン
カ
レ
に
よ
り
年
金
二
千
フ
ラ
ン
が
与
え
ら
れ
た
。）虫
の
不
気
味
さ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
共
有
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、『
昆
虫
記
』の
主
役
は
蜂
と
糞
虫
で
あ
る
点
も
興
味
深
い
。プ
ラ
ハ
で
育
っ
た
カ
フ
カ
は
、
子
供
同
士
の
虫
遊
び
な
ど
に
耽
っ
た
か
、
得
意
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
『
昆
虫
記
』
を
読
ん
だ
か
、
あ
る
い
は
父
母
に
虫
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
か
、
何
ら
か
の
経
験
で
虫
に
対
し
て
あ
る
種
の
感
情
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
に
引
い
た
日
記
や
手
紙
に
、
し
ば
し
ば
虫
が
、
と
り
わ
け
〈
Ungetiefer 〉
が
登
場
す
る
の
も
、
そ
の
表
れ
で
は
な
い
か
。
も
し
こ
れ
が
正
鵠
を
射
て
い
る
な
ら
、
身
近
な
幼
児
体
験
や
読
書
経
験
が
『
変
身
』
の
原
点
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
（ 7）。
 
 
九
 
不
変
と
外
部
 
 
 
変
身
の
対
極
、「
不
変
」
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
 
 
変
貌
し
て
い
く
家
族
を
描
く
行
為
で
、
カ
フ
カ
は
変
わ
れ
な
い
自
分
を
描
く
鏡
と
し
て
本
作
を
書
い
た
と
も
言
え
る
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
甲
虫
の
状
態
を
受
容
、
引
き
こ
も
り
に
な
る
と
は
い
え
、
一
方
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
獲
得
し
た
。
な
の
に
、
時
間
感
覚
の
項
で
指
摘
し
た
通
り
、
自
分
の
た
め
に
そ
の
時
間
を
有
効
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
変
身
の
前
も
後
も
、
変
わ
ら
な
い
。
 
 
繰
り
返
し
現
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に
は
新
聞
も
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
客
観
的
時
間
を
示
す
と
同
時
に
、
新
聞
は
外
界
の
情
報
を
家
庭
内
に
持
ち
込
む
媒
体
で
あ
る
。
父
親
は
丁
寧
に
読
む
の
に
―
―
『
判
決
』
に
お
い
て
も
父
親
が
新
聞
を
読
む
が
、
そ
れ
は
古
新
聞
で
あ
っ
た
―
―
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
目
も
向
け
な
い
（
変
身
前
は
経
済
欄
な
ど
に
目
を
通
し
た
だ
ろ
う
）。い
か
に
も
自
分
に
目
隠
し
を
し
て
い
る
状
態
で
、あ
く
ま
で
外
部
は
関
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
や
は
り
こ
の
点
で
も
、
変
身
前
と
後
と
は
同
じ
だ
。
確
か
に
、
外
界
は
、
偵
察
に
来
な
が
ら
逃
げ
帰
っ
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
、目
に
は
見
え
な
く
な
っ
た
病
院
の
建
物
で
示
さ
れ
る
通
り
、「
去
る
者
日
々
に
疎
し
」
の
状
態
だ
。
他
方
、
室
内
で
は
床
や
天
井
を
這
う
楽
し
み
さ
え
得
ら
れ
る
。
 
 
こ
の
倒
錯
、
危
う
さ
は
、
外
部
か
ら
や
っ
て
き
た
老
家
政
婦
に
よ
っ
て
、
い
と
も
簡
単
に
突
き
崩
さ
れ
る
。「
ク
ソ
虫
」と
い
う
呼
び
掛
け
が
室
内
の
実
態
を
暴
露
す
る
の
だ
。
外
部
世
界
の
常
識
と
い
う
強
力
な
武
器
が
持
ち
込
ま
れ
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
内
的
時
間
な
い
し
精
神
生
活
は
完
全
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
怒
っ
て
歯
向
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
と
う
て
い
敵
う
は
ず
も
な
い
。
 
 
掌
編
で
も
カ
フ
カ
は
類
似
の
情
況
を
描
く
。『
舵
手
』の
船
員
た
ち
は
船
の
運
命
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
の
に
、（
外
か
ら
や
っ
て
き
て
）舵
輪
を
乗
っ
取
っ
た「
見
知
ら
ぬ
男
」
に
「
構
う
な
」
と
命
令
さ
れ
る
と
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
ま
た
甲
板
の
下
に
引
き
返
し
た
。
当
然
な
が
ら
船
は
針
路
を
変
更
す
る
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
も
家
政
婦
の
指
し
示
す
方
向
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
老
家
政
婦
の
役
割
を
み
れ
ば
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
リ
ア
王
』
の
道
化
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
娘
た
ち
の
深
刻
な
疎
外
に
遭
っ
た
リ
ア
王
を
常
識
の
見
地
か
ら
か
ら
か
い
、
教
育
す
ら
す
る
の
は
「
阿
呆
」
で
あ
る
。
阿
呆
は
常
識
の
大
家
で
あ
り
、
そ
の
毒
舌
に
か
か
れ
ば
リ
ア
王
の
ほ
う
が
道
化
と
な
り
下
が
る
。
こ
の
老
家
政
婦
も
け
た
た
ま
し
い
も
の
の
世
間
的
な
常
識
に
従
っ
て
行
動
す
る
だ
け
だ
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
父
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親
が
い
か
に
不
愉
快
に
感
じ
よ
う
と
、
厄
介
な
甲
虫
が
い
な
く
な
っ
た
点
で
は
「
感
謝
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
女
は
下
層
階
級
の
身
分
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
あ
る
い
は
そ
れ
故
に
こ
そ
）、ず
け
ず
け
と
真
実
を
突
き
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
お
お
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
ま
た
、労
働
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
ザ
ム
ザ
一
家
が
、不
要
な（
同
時
に
滑
稽
な
）
存
在
に
な
っ
た
間
借
り
人
の
降
下
（
階
段
を
降
り
る
行
為
）
を
踊
場
で
確
か
め
て
い
た
時
、肉
屋
の
職
人
が
階
段
を
上
っ
て
く
る
。「
誇
ら
し
そ
う
な
顔
を
し
て
」三
人
と
す
れ
違
っ
た
。
そ
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
態
度
を
描
写
す
る
の
は
、
カ
フ
カ
が
労
働
者
階
級
に
好
意
的
だ
っ
た
事
実
と
重
な
る
だ
ろ
う
。『
父
へ
の
手
紙
』
に
は
父
ヘ
ル
マ
ン
・
カ
フ
カ
の
店
で
働
く
従
業
員
た
ち
に
関
し
て
同
情
的
記
述
が
あ
り
、
彼
ら
が
団
結
し
て
父
に
迫
っ
た
時
に
は
カ
フ
カ
は
労
働
者
の
側
に
立
っ
て
仲
立
ち
を
し
た
。
老
家
政
婦
は
馘
に
な
る
と
し
て
も
、
肉
屋
の
若
者
が
新
た
に
家
族
に
か
か
わ
る
他
者
と
し
て
登
場
し
た
。
カ
フ
カ
の
祖
父
が
食
肉
業
者
で
あ
っ
た
事
実
か
ら
、
ザ
ム
ザ
氏
が
自
分
の
側
の
人
間
と
し
て
み
な
し
た
、
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
階
段
を
上
る
行
為
が
ザ
ム
ザ
氏
に
近
付
く
象
徴
だ
と
見
な
す
の
だ
。
こ
れ
は
少
し
背
景
の
事
実
に
囚
わ
れ
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
 
 
別
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
外
部
と
の
交
渉
、
と
く
に
下
層
階
級
と
の
付
き
合
い
は
不
変
で
あ
り
、
決
し
て
断
た
れ
る
は
ず
の
な
い
も
の
だ
。
老
家
政
婦
に
つ
い
で
、
肉
屋
の
職
人
は
、
波
乱
要
因
に
な
る
事
態
が
示
唆
さ
れ
る
。
肉
屋
が
食
料
品
店
全
般
の
提
喩
と
し
よ
う
。そ
の
従
業
員
ら
は
店
の
先
鋒
と
し
て
社
会
規
範
や
常
識
を
武
器
に
、
支
払
い
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
ま
だ
現
金
払
い
が
定
着
せ
ず
、
付
け
払
い
が
効
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
ザ
ム
ザ
一
家
が
ど
ち
ら
を
採
用
し
て
い
た
か
作
品
で
は
分
か
ら
な
い
が
、
間
借
り
人
た
ち
の
食
費
は
か
な
り
の
額
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
今
後
そ
の
分
の
出
費
は
な
く
な
る
と
し
て
も
、
収
入
が
激
減
し
た
家
族
の
食
費
は
好
不
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
払
い
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
し
て
第
一
次
大
戦
前
で
は
空
前
絶
後
の
不
景
気
の
時
代
で
あ
る
。
消
費
経
済
の
刃
は
い
ず
れ
一
家
に
突
き
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
こ
れ
も
逆
説
的
な
が
ら
、
下
層
階
級
と
の
付
き
合
い
と
い
う
不
変
の
帯
は
、
予
想
も
立
て
ら
れ
な
い
大
変
化
を
孕
ん
で
い
る
。
ザ
ム
ザ
一
家
の
将
来
、
と
く
に
妹
の
未
来
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
く
る
は
ず
だ
。
も
う
一
つ
の
ど
ん
で
ん
返
し
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
一
〇
 
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
問
題
 
 
 
さ
て
、
い
よ
い
よ
肝
腎
な
点
に
入
る
。
一
見
、
明
る
い
未
来
が
開
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
隠
さ
れ
た
問
題
だ
。
牧
歌
的
欺
瞞
だ
と
直
観
す
る
評
家
も
い
る
。
 
 
ま
ず
、
ど
こ
か
ら
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
始
ま
る
か
、
評
家
に
よ
っ
て
異
な
る
。
主
人
公
が
死
ん
だ
直
後
と
か
、
ザ
ム
ザ
一
家
三
人
が
散
歩
に
出
か
け
る
時
と
か
、
あ
る
い
は
妹
が
主
人
公
に
死
の
宣
告
を
し
た
修
羅
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。
本
稿
で
は
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、主
人
公
が
死
ん
だ
朝
、家
政
婦
の
描
写
か
ら
と
し
た
い
。『
断
食
芸
人
』で
も
み
ら
れ
る
通
り
、「
全
知
の
語
り
手
」が
新
た
な
筋
を
展
開
し
始
め
る
か
ら
で
あ
る
（ 8 ）。
 
 
妹
は
上
に
述
べ
た
よ
う
に
最
も
大
き
く
変
身
す
る
。
だ
が
、
自
ら
飛
翔
の
希
望
に
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暗い陰を落とす
。
 
 
グレーゴルを「
あれ」とか
「ケダモノ」と呼
び、突き放
すことによっ
て、妹は新しい生
活を見出し
た。この行為には
、ある種の
おぞましさが
感じられる ずだ
。兄をモノ
と見なす とによ
って自分を
も心ないモノ
の水準にまで貶め
てしまった
。グレーゴルには
救済がなか
ったが、兄を
切り捨てた妹に救
済が訪れる
と期待するのはセ
ンチメンタ
ルである。む
しろ、妹も、兄
と同じ道を辿
りはしないか。
 
 
モーリス・ブラ
ンショは「
背伸び」をする場
面こそ「恐
怖の絶頂」だ
と指摘した
。「背伸
び」
が
羽化
の象徴だと 述
べた通りだが
、兄を犠牲に
した直後の行動が
飛び立ちの
イメージであるが
ために、そ
れも皮肉なこ
とに、兄の変身と
は逆方向の
変身であるにもか
かわらず、
陰は一層暗く
なる。
倫理の崩壊
を指し示すか
らだ。
これこそブ
ランショのい
う「恐怖」
の正体である。
 
 
逆説の冷徹さは
骨に響くほ
どだが、考えるま
でもなく、
ヴァイオリン
というイメージ
に
仕掛けがあ
る。妹のヴァイオ
リン演奏を
評価すれば、
大衆の象徴とみ
なせる間借り
人三人が示した
ネガティブな
（「うんざり
し
た」
）
反
応こそ、
公平 判断
で
あるからだ
それどころ
か、
妹の誇張だと
しても「くたくた
になる」ほ
ど働くからにはヴ
ァイオリン
はもはや贅沢
で、諦めざるをえ
ない。労働
のため時間に追わ
れたグレー
ゴルとここで
重なるだろう。治
療薬であっ
たはずの音楽が、
兄だけでな
く妹にとって
も救済になり得な
い。こうし
て、老家政婦と同
じように、
外部からの干
渉（三人の間借
人）が内部
を暴露 破綻させ
るのだ。つ
まり、ヴァイ
オリンには二重の
象徴性があ
ったと分かる。春
の光に照ら
されたと想い
きや、思わぬ棘が
仕込まれて
いた。カフカは、
容易には識
別できない形
でどんでん返し
を仕組んだミ
ステリを書いた
とも言える。
 
 
さらにもう一つ
見逃せない
イメージがある。
欠勤届だ。
この文脈にお
いて、欠勤届は、
はたして何
を指し示すであろ
う。単に、
体制に対する
一時的休戦協定で
あろうか。
あるいは悪魔に対
する魂の売
り渡し証であ
ろうか。
それ
とも免罪符
であ
るか。
「
その日に仕
事をしない
のは当然」
で
あり「絶対必要」
であった。
忌引きなどを思え
ば現代でも
受け入れられ
る考え方だろう
しかし、手
に入れるのは散歩
であるのに
、救済は不可
能なので る。ヒ
ントは、欠
勤届が余りに容易
に提出され
る展開にあり
そうだ。
『断食芸人
』にお
いて
、断食は主人
公にとって
容易
な業であった
が、 のために死
に至る。ル
ーティーン化した
結果だ。収
入激減のザム
ザ一家にとって過
重な労働は
否応なく続く。い
つ労働忌避
に陥らないと
は、
誰も言えないで
あろう。
忌引きで いの
に「欠勤」
が「
当然」
で「絶
対必要」な日
遠からず来る
に違いない。
 
 
せっかくグレー
ゴルの庇護
から脱し、自分た
ちで稼ぎ始
めた一家も、
社会の圧倒的な
存在に押し潰
されないとは
誰が保証でき
ようか。
 
 
なぜカフカは寓
話形式を採
用したの 、
い
う疑問も解
かれることに
なる。アンチメル
ヘンの鋭い
針を何重にも仕込
めるのだか
ら、他にどん
な形式を選べた
ろう。
 
 
惟うに、
『変身
』
の秀逸性
は
、
鏡の表に写
る虚像だけ
を描
き、
裏面に言
及しない、という
一点に懸か
る。一言でも匂わ
されれば、
興醒めだ。こ
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の
意
味
で
、
カ
フ
カ
は
読
者
の
自
由
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
作
品
構
造
そ
の
も
の
に
も
仕
掛
け
が
あ
り
そ
う
だ
。
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
全
知
の
神
様
視
点
で
付
け
ら
れ
る
様
式
は『
断
食
芸
人
』で
も
見
ら
れ
る
。主
人
公
が
死
ん
だ
後
、
い
ず
れ
も
語
り
手
は
登
場
人
物
で
は
な
く
全
知
の
作
者
だ
と
い
う
限
定
が
つ
く
も
の
の
、
さ
ら
に
物
語
が
続
く
。
叙
事
詩
的
な
形
式
だ
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
ホ
メ
ロ
ス
の
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
で
は
ト
ロ
イ
戦
争
が
主
人
公
で
あ
っ
た
。
 
 
こ
の
伝
に
な
ら
っ
て
、『
変
身
』
で
も
主
人
公
は
別
に
あ
っ
た
、
と
考
え
れ
ば
、
さ
ら
に
意
味
深
長
に
な
る
。
評
家
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
家
族
で
あ
る
か
、
社
会
で
あ
る
か
、
国
家
で
あ
る
か
、
は
た
ま
た
人
類
で
あ
ろ
う
か
。
カ
フ
カ
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
全
て
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
 
 
一
一
 
ユ
ー
モ
ア
 
 
 
難
題
は
ま
だ
あ
る
。
す
で
に
示
唆
し
た
通
り
、
ユ
ー
モ
ア
で
あ
る
。
 
 
カ
フ
カ
は
自
分
の
作
品
を
朗
読
す
る
時
よ
く
笑
っ
た
と
い
う
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
要
求
に
応
え
よ
う
と
し
て
歯
の
な
い
グ
レ
ー
ゴ
ル
は
ド
ア
の
鍵
を
回
し
、
苦
労
し
て
開
錠
し
た
。
カ
フ
カ
は
口
に
鍵
を
含
み
、
回
す
仕
草
を
し
て
、「
朗
読
す
る
時
、
笑
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
城
』
の
朗
読
で
も
大
笑
い
を
し
た
そ
う
だ
。『
変
身
』
や
『
城
』
に
限
ら
ず
、
全
体
を
通
じ
て
ユ
ー
モ
ア
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
が
多
い
。
そ
の
源
は
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
 
 
一
九
二
一
年
一
二
月
六
日
の
日
記
に
は
、「
書
く
と
い
う
こ
と
の
自
立
性
の
な
さ
。
火
を
入
れ
て
い
る
女
中
、
暖
炉
で
ぬ
く
ま
っ
て
い
る
猫
、
暖
を
と
っ
て
い
る
哀
れ
な
年
老
い
た
男
に
す
ら
依
存
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
み
な
自
立
し
た
、
自
分
の
法
則
に
支
配
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
。
た
だ
書
く
こ
と
だ
け
が
寄
る
辺
な
く
、
自
身
の
う
ち
に
安
住
せ
ず
、
冗
談
で
あ
り
、
絶
望
な
の
だ
」
と
あ
る
。
書
く
こ
と
が
冗
談
や
絶
望
に
譬
え
ら
れ
て
い
る
。
小
説
執
筆
は
不
満
の
種
で
あ
り
、
実
在
感
が
な
い
、
つ
ま
り
生
産
的
で
な
い
と
自
己
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
手
に
は
、
ユ
ー
モ
ア
だ
け
が
自
分
を
救
い
、
自
立
性
を
補
完
す
る
縁
に
な
り
は
し
な
い
か
。
自
作
を
朗
読
す
る
と
き
、
笑
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
自
立
性
の
欠
如
を
償
う
、
絶
望
的
な
自
己
救
済
で
あ
る
。
婚
約
者
フ
ェ
リ
ー
ツ
ェ
へ
の
手
紙
（
一
九
一
二
年
一
一
月
二
四
日
、
一
二
月
四
日
）
に
よ
れ
ば
、
カ
フ
カ
は
朗
読
を
好
ん
だ
。
 
 
笑
い
は
難
解
な
要
素
を
持
っ
て
お
り
、
プ
ラ
ト
ン
や
カ
ン
ト
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
を
初
め
と
し
て
二
千
数
百
年
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
、
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
し
て
ユ
ー
モ
ア
は
難
し
く
、
い
ま
だ
定
義
さ
え
定
か
で
な
い
。
か
り
に
、
笑
い
を
大
ま
か
に
、
嘲
笑
な
ど
攻
撃
的
な
も
の
と
、
微
笑
な
ど
愛
他
的
・
親
和
的
な
も
の
に
分
け
れ
ば
、
カ
フ
カ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
笑
い
が
あ
る
だ
ろ
う
。
 
 
ご
く
初
期
の
作
品
か
ら
カ
フ
カ
は
ユ
ー
モ
ア
を
多
用
し
た
。『
ブ
レ
シ
ア
の
飛
行
機
』
は
一
九
〇
九
年
、
著
者
二
六
歳
の
と
き
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
が
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
飛
行
機
展
な
い
し
航
空
シ
ョ
ー
を
期
待
で
き
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
読
者
の
期
待
は
見
事
に
裏
切
ら
れ
る
。
な
ん
と
、
飛
行
場
に
至
る
ま
で
の
経
緯
が
滑
稽
味
を
帯
び
た
言
葉
遣
い
で
告
げ
ら
れ
る
の
だ
。
前
夜
到
着
し
た
際
、
辻
馬
車
馭
者
と
の
価
格
交
渉
や
掛
け
合
い
は
そ
の
前
哨
戦
で
あ
る
。
翌
日
、
飛
行
場
で
は
暑
い
な
か
駆
け
出
し
た
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
夫
人
を
「
小
さ
な
頭
に
商
売
の
思
惑
を
た
っ
ぷ
り
と
持
っ
た
セ
ー
ル
ス
ウ
ー
マ
ン
」
と
揶
揄
し
た
り
、
エ
ン
ジ
ン
の
不
調
に
出
会
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う
と
「
働
い
て
い
る
よ
り
見
物
し
て
い
る
方
が
疲
れ
」
る
と
文
句
を
言
う
。
飛
行
機
は
「
ま
る
で
不
器
用
な
人
が
平
土
間
を
走
る
よ
う
に
滑
走
」
す
る
。
観
客
の
貴
族
を
見
つ
け
て
は
「
中
年
の
婦
人
の
顔
は
ブ
ド
ウ
の
房
の
よ
う
な
黒
ず
ん
だ
黄
色
」
と
活
写
。
照
れ
や
気
取
り
で
は
な
く
、
可
笑
し
い
か
ら
可
笑
し
い
書
き
方
を
す
る
、
と
い
っ
た
風
だ
。
お
そ
ら
く
天
性
の
感
覚
な
の
だ
ろ
う
。
 
『
変
身
』
に
な
る
と
、
歯
を
な
く
し
た
甲
虫
が
苦
労
し
て
鍵
を
開
け
る
情
景
、
這
い
上
が
っ
た
天
井
か
ら
落
ち
た
局
面
な
ど
、
可
笑
し
み
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。
共
通
点
を
探
せ
ば
、
読
者
に
予
想
外
の
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
行
為
と
な
ろ
う
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
女
好
き
な
性
癖
に
付
け
込
も
う
と
企
む
箇
所
や
、
間
借
り
人
が
朝
食
を
要
求
し
て
探
し
回
る
シ
ー
ン
な
ど
、
他
に
も
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
描
写
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
巧
ま
ざ
る
笑
い
と
言
え
る
ほ
ど
だ
。
 
 
動
物
が
主
人
公
の
小
品
を
み
れ
ば
、『
貂
』で
は
年
寄
り
の
獣
な
の
に
大
胆
不
敵
な
跳
躍
を
や
っ
て
の
け
た
り
、『
歌
姫
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
』で
は
鼠
が
下
手
な
歌
を
気
取
っ
て
歌
っ
た
り
、『
犬
の
研
究
』で
も
犬
が
汚
物
と
血
に
塗
れ
な
が
ら
音
楽
を
聴
く
。『
巣
穴
』
の
「
わ
た
し
」（
正
体
不
明
の
肉
食
獣
）
は
寝
床
作
り
の
た
め
無
用
な
ト
ン
ネ
ル
堀
り
に
明
け
暮
れ
る
。
無
残
さ
や
徒
労
の
中
か
ら
可
笑
し
み
が
滲
み
出
る
。
こ
う
な
る
と
、
笑
い
、
ユ
ー
モ
ア
と
い
っ
て
も
相
当
複
雑
で
あ
る
。
 
 
小
品
『
あ
る
館
の
守
り
を
め
ぐ
る
情
景
』
に
お
い
て
、
最
前
線
で
は
、「
敵
方
の
ひ
そ
む
と
こ
ろ
で
何
や
ら
こ
と
が
進
行
し
て
い
る
」
緊
迫
し
た
情
況
な
の
に
、
見
張
り
の
兵
士
が
不
手
際
な
昼
食
の
配
給
を
巡
っ
て
炊
事
方
を
殴
り
つ
け
、
見
張
り
台
で
あ
る
木
の
大
枝
の
上
で
取
っ
組
み
合
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
可
笑
し
み
は
深
刻
さ
の
裏
返
し
で
あ
る
。
小
事
に
か
ま
け
て
、
生
命
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
大
事
を
顧
み
な
い
か
ら
だ
。
ま
た
、
司
令
官
は
わ
ず
か
一
匙
ス
ー
プ
を
飲
む
時
間
も
惜
し
み
、
守
備
隊
を
督
励
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
だ
。
 
 
こ
れ
ら
の
例
が
示
す
と
こ
ろ
、
知
識
や
機
知
、
機
転
が
絡
む
ウ
ィ
ッ
ト
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
的
精
神
で
あ
る
エ
ス
プ
リ
と
も
異
な
る
。
や
は
り
ユ
ー
モ
ア
な
の
で
あ
る
。
 
 
さ
ら
に
笑
い
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
リ
ア
王
』
の
「
阿
呆
」
が
歌
う
よ
う
に
、
悲
し
い
と
き
苦
し
い
と
き
に
も
起
こ
る
。
甲
虫
姿
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
に
し
て
も
、
き
ち
ん
と
し
た
対
応
を
受
け
て
嬉
し
さ
を
感
じ
た
り
、
床
を
思
い
通
り
に
歩
け
る
自
由
が
喜
び
だ
っ
た
り
、
部
屋
の
扉
が
通
れ
る
く
ら
い
開
か
れ
て
い
る
隙
間
に
幸
せ
を
感
じ
た
り
、
不
幸
の
ど
ん
底
に
あ
る
自
分
を
意
識
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
、
対
極
の
感
情
が
現
れ
る
。
心
奥
の
笑
い
と
言
え
ば
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
顔
面
に
浮
か
ぶ
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
笑
い
は
い
よ
い
よ
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
。
ス
マ
ジ
ャ
が
そ
の
著
書
『
笑
い
』
で
報
告
す
る
よ
う
に
、
辛
く
苦
し
い
時
の
笑
い
は
防
衛
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
も
思
え
る
。
そ
れ
で
も
何
や
ら
可
笑
し
い
と
い
う
感
情
は
、
ユ
ー
モ
ア
と
い
う
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。
 
 
カ
フ
カ
の
文
章
に
は
笑
わ
せ
た
い
と
構
え
て
い
る
雰
囲
気
は
、
初
期
を
別
に
す
れ
ば
、
見
ら
れ
な
い
。
言
葉
の
ア
ヤ
で
笑
い
を
取
る
よ
う
な
例
も
な
い
。
む
し
ろ
文
章
は
自
然
体
と
い
え
る
し
、
叙
述
は
淡
々
と
続
く
。
一
九
一
二
年
三
月
八
日
の
日
記
に
あ
る
よ
う
に
、
成
功
作
品
に
す
る
に
は
「
一
気
呵
成
に
」
書
く
必
要
が
あ
っ
た
が
、
中
断
さ
れ
る
不
幸
が
「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
起
こ
っ
て
」
い
た
。
カ
フ
カ
の
創
作
方
法
と
文
体
は
密
接
に
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
 
 
筆
者
に
は
、
言
葉
の
技
巧
と
い
う
よ
り
も
イ
メ
ー
ジ
の
力
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
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た
と
え
ば
、
通
常
よ
り
一
段
下
に
あ
る
存
在
（
兵
士
）
が
目
上
（
将
校
）
の
言
う
こ
と
を
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
い
状
態
と
か
、
動
物
や
物
（
た
と
え
ば
橋
）
が
人
間
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
す
る
情
景
な
ど
、
で
あ
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
連
合
が
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
意
識
さ
せ
、
滑
稽
さ
を
生
み
出
す
。
下
位
者
や
動
物
が
し
く
じ
り
を
犯
す
く
だ
り
で
は
、
行
為
主
体
か
ら
す
れ
ば
真
剣
な
必
死
の
行
動
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
血
み
ど
ろ
さ
加
減
が
読
者
を
笑
わ
せ
る
。
 
 
こ
の
方
法
は
、
与
太
郎
や
、
熊
さ
ん
八
さ
ん
が
ヘ
マ
を
や
っ
て
笑
い
を
取
る
落
語
を
思
わ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ボ
ケ
、
ツ
ッ
コ
ミ
の
漫
才
で
も
よ
か
ろ
う
。
ど
こ
か
タ
ガ
の
外
れ
て
い
る
人
物
が
や
ら
か
す
行
為
は
、
本
人
は
真
剣
で
あ
る
だ
け
に
、
寄
席
の
客
か
ら
み
れ
ば
い
っ
そ
う
滑
稽
に
な
る
。
し
か
も
客
は
一
種
の
優
越
感
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
反
対
に
武
士
や
権
威
者
な
ど
が
失
敗
を
や
り
、
か
ら
か
い
の
対
象
と
な
っ
て
笑
い
を
誘
う
場
合
も
あ
る
。
せ
せ
ら
笑
い
や
嘲
笑
と
い
っ
た
攻
撃
的
な
も
の
で
、
し
か
も
客
は
溜
飲
を
さ
げ
る
。い
わ
ゆ
る
構
図
の
ず
れ
が
も
た
ら
す
笑
い
だ
。『
流
刑
地
に
て
』
を
み
よ
う
。
複
雑
極
ま
り
な
い
処
刑
機
械
に
異
常
な
ほ
ど
こ
だ
わ
る
将
校
が
、
死
刑
に
は
値
し
な
い
死
刑
囚
を
機
械
か
ら
解
放
し
て
、
つ
い
に
自
ら
を
処
刑
す
る
経
緯
に
は
ど
こ
か
可
笑
し
み
が
あ
る
。
 
 
た
ぶ
ん
、
新
生
児
微
笑
や
く
す
ぐ
り
笑
い
、
道
化
の
笑
い
な
ど
を
除
け
ば
、
笑
い
と
は
心
理
的
余
裕
の
賜
物
で
あ
る
。
普
通
、
客
が
与
太
郎
や
熊
さ
ん
八
さ
ん
に
ま
で
落
ち
る
な
ど
、
有
り
得
な
い
。
同
じ
く
、
読
者
が
甲
虫
に
な
る
可
能
性
は
な
い
し
、
犬
や
貂
、
ま
し
て
鼠
に
な
る
恐
れ
は
な
い
。
そ
の
余
裕
が
笑
い
に
つ
な
が
る
の
だ
。
 
 
そ
こ
は
か
と
な
い
ユ
ー
モ
ア
は
人
の
心
を
和
ま
せ
、
諧
謔
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
潤
滑
油
と
な
る
。
落
語
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
カ
フ
カ
は
本
能
的
に
ユ
ー
モ
ア
を
取
り
込
ん
だ
の
だ
。
ユ
ー
モ
ア
が
な
け
れ
ば
、
物
語
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 
 
そ
の
証
左
の
一
端
と
し
て
、
叙
述
さ
れ
る
物
語
の
内
容
を
、
現
実
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
よ
い
。
決
し
て
面
白
可
笑
し
い
と
笑
い
飛
ば
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
逆
で
あ
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
―
―
鼠
は
猫
に
食
わ
れ
る
。
犬
は
本
来
的
な
無
能
に
よ
り
学
問
の
戸
口
に
さ
え
足
を
掛
け
ら
れ
な
い
。
橋
は
無
理
な
動
き
で
落
ち
る
。
不
景
気
で
商
人
は
取
引
先
と
の
話
も
で
き
ず
立
ち
去
る
の
み
。『
リ
ア
王
』
の
「
阿
呆
」
が
処
刑
さ
れ
処
分
さ
れ
る
よ
う
に
、断
食
芸
人
の
遺
体
と
同
じ
く
、餓
死
し
た
グ
レ
ー
ゴ
ル
、
甲
虫
の
遺
骸
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
あ
っ
さ
り
と
捨
て
ら
れ
る
。
 
 
身
も
蓋
も
な
い
絶
望
的
な
情
況
、
と
い
う
よ
り
も
、
世
の
こ
と
わ
り
に
帰
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
当
事
者
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
だ
。
厳
し
い
摂
理
に
縛
ら
れ
た
世
界
に
ふ
と
ギ
ャ
ッ
プ
を
突
い
た
ユ
ー
モ
ア
が
差
し
挟
ま
れ
る
た
め
、
物
語
は
先
に
進
め
る
。
他
方
、
読
者
は
い
っ
そ
う
凝
然
と
立
ち
す
く
む
の
で
あ
る
。
 
 
笑
い
は
、
カ
フ
カ
天
性
の
戦
略
だ
っ
た
と
改
め
て
思
い
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
物
語
の
着
想
そ
の
も
の
が
ユ
ー
モ
ア
を
要
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
、
主
人
公
が
甲
虫
に
変
身
し
た
と
い
う
設
定
自
体
が
ユ
ー
モ
ア
な
の
だ
。
主
人
公
が
不
幸
な
ら
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
と
な
る
し
、
幸
福
で
も
ユ
ー
モ
ア
よ
り
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
に
傾
く
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
片
方
を
排
除
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
が
、本
稿
の
趣
旨
と
し
て「
不
幸
な
主
人
公
」の
場
合
を
主
に
考
察
し
て
き
た
。
そ
れ
で
も
ユ
ー
モ
ア
が
良
く
効
い
て
落
語
の
構
造
に
通
じ
る
点
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
た
だ
、
落
語
は
落
ち
が
付
け
ば
そ
れ
で
終
わ
り
だ
が
、
カ
フ
カ
は
終
わ
ら
な
い
。
カ
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フ
カ
の
寓
話
、
と
り
わ
け
『
変
身
』
は
、
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
ユ
ー
モ
ア
を
も
テ
コ
と
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
暗
い
深
淵
へ
と
降
り
て
行
く
。
そ
れ
が
人
間
の
愚
行
で
あ
る
か
否
か
、
歴
史
の
行
く
末
に
至
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
 
 
一
二
 
現
代
の
要
請
 
 
 
他
人
の
言
動
を
誤
解
し
た
り
曲
解
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
た
だ
、
誤
解
が
人
の
精
神
を
豊
か
に
す
る
場
合
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
恋
愛
な
ど
そ
の
最
た
る
も
の
だ
ろ
う
。
誤
解
は
是
非
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
が
、
本
稿
も
カ
フ
カ
に
惚
れ
た
挙
句
の
贔
屓
目
に
よ
る
産
物
と
み
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
発
端
は
、
情
動
が
深
く
絡
ん
だ
ゆ
え
の
感
動
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
と
も
あ
れ
、
批
評
史
が
示
す
通
り
、『
変
身
』は
実
に
多
岐
に
渡
る
読
み
方
が
あ
り
、人
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
が
可
能
で
あ
る
。
蟷
螂
の
斧
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
幾
つ
か
を
挙
げ
た
ま
で
で
あ
る
。
時
代
の
変
遷
に
つ
れ
、
新
た
な
見
方
を
生
む
の
が
名
作
の
所
以
だ
。
し
た
が
っ
て
カ
フ
カ
を
読
み
解
い
た
な
ど
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
そ
う
言
っ
た
と
た
ん
に
、
カ
フ
カ
は
す
る
り
と
手
か
ら
逃
れ
去
り
、
あ
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
笑
っ
て
い
る
に
相
違
な
か
ろ
う
。
ま
さ
に
書
く
こ
と
は
冗
談
で
あ
り
絶
望
（『
日
記
』）
で
あ
る
の
だ
。
カ
フ
カ
本
人
に
と
っ
て
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
読
者
に
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
 
 
で
は
、
情
動
の
し
も
べ
、
読
者
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
少
な
く
と
も
『
変
身
』
を
テ
コ
に
、
今
と
将
来
を
考
え
る
べ
き
だ
と
は
言
え
る
。
と
い
う
の
も
、
現
代
、
カ
フ
カ
世
界
へ
の
探
り
針
は
ま
だ
ま
だ
深
い
所
ま
で
届
く
は
ず
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
鏡
の
裏
側
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
「
心
の
変
身
」
が
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
対
極
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
二
一
世
紀
を
生
き
る
た
め
に
は
、
想
像
力
だ
け
で
な
く
、
創
造
力
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
の
父
親
の
よ
う
に
無
念
の
涙
を
呑
む
場
合
は
少
な
く
な
い
も
の
の
、
阪
神
淡
路
大
震
災
（
一
九
九
五
年
）
や
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
（
二
〇
一
一
年
）
を
経
験
し
た
現
代
人
は
、
復
旧
で
終
わ
ら
せ
ら
れ
な
い
宿
命
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
新
し
い
も
の
を
創
ら
ね
ば
、
将
来
へ
の
希
望
は
抱
け
な
い
し
、
世
界
に
対
し
て
も
恥
ず
か
し
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
真
の
意
味
で
の
復
興
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
あ
ち
こ
ち
で
叫
ば
れ
て
い
る
。
政
治
、
産
官
学
を
問
わ
ず
、
だ
。
つ
ま
り
、
現
代
と
は
、
創
造
の
必
要
性
、
と
い
う
共
通
認
識
が
抱
か
れ
て
い
る
実
に
稀
有
な
時
代
と
も
い
え
る
。
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
た
ら
、
槌
音
高
い
な
か
、「
心
の
変
身
」
を
し
な
い
手
は
あ
る
ま
い
。
 
 
創
意
工
夫
の
源
、
独
創
力
こ
そ
、
す
べ
て
で
あ
る
。
 
 
カ
フ
カ
に
は
『
変
身
』
と
真
逆
の
小
品
が
あ
る
。
猿
が
人
間
に
変
身
す
る
『
ア
カ
デ
ミ
ー
で
報
告
す
る
』（
従
来『
あ
る
学
会
報
告
』）だ
。主
人
公
は
、猿
時
代
の「
あ
ら
ゆ
る
こ
だ
わ
り
を
捨
て
」、教
師
を
何
人
も
雇
っ
て
非
常
な
刻
苦
勉
励
の
末「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
平
均
的
教
養
」
を
身
に
つ
け
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
学
会
で
は
、
猿
か
ら
人
間
へ
変
身
し
た
事
実
、
そ
の
「
知
識
を
ひ
ろ
め
る
こ
と
」（
丘
沢
訳
）
が
使
命
だ
と
吐
露
し
た
。
元
猿
が
言
う
か
ら
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
間
は
こ
の
逆
だ
、
と
い
う
皮
肉
が
込
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
ろ
う
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
と
妹
は
一
面
た
し
か
に
犠
牲
者
で
あ
る
も
の
の
、
こ
の
元
猿
ほ
ど
に
、
人
間
本
来
の
精
神
を
活
き
活
き
と
働
か
せ
得
た
か
否
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
は
た
し
て
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
 
 
さ
ら
に
、『
変
身
』
の
テ
ー
マ
は
多
々
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
最
も
原
初
的
・
動
物
100
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的
欲
望
の
対
象
と
い
え
ば
、「
口
に
合
う
食
べ
物
」で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。口
に
合
わ
な
い
た
め
、
つ
ま
り
、
生
き
る
糧
が
得
ら
れ
な
い
が
た
め
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
も
、
後
の
断
食
芸
人
も
餓
死
す
る
。
カ
フ
カ
自
身
も
肉
類
は
苦
手
で
あ
っ
た
。
菜
食
主
義
者
に
至
っ
た
こ
と
が
マ
ッ
ク
ス・ブ
ロ
ー
ト
の
手
紙
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、
断
食
芸
人
の
死
後
、同
じ
檻
に
入
れ
ら
れ
た
豹
は「
気
に
い
り
の
餌
」（
つ
ま
り
血
の
滴
る
肉
）を
食
べ
、「
自
由
す
ら
も
わ
が
身
に
そ
な
え
て
歩
き
ま
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
」で
、観
客
が
檻
に
釘
づ
け
に
な
る
ほ
ど「
生
き
る
喜
び
」を
吐
き
出
し
て
い
た
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
の
妹
が
「
背
伸
び
す
る
」
場
面
と
よ
く
比
較
さ
れ
る
。
生
き
る
喜
び
が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
に
は
、
何
だ
か
釈
然
と
し
な
い
。
豹
の
イ
メ
ー
ジ
が
蝶
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
合
わ
な
い
の
だ
。他
に
探
せ
ば
、『
ア
カ
デ
ミ
ー
で
報
告
す
る
』に
お
い
て
元
猿
の
手
本
と
な
っ
た「
い
い
人
た
ち
」、す
な
わ
ち
下
級
船
員
こ
そ
、
下
積
み
で
あ
り
な
が
ら
生
き
生
き
と
描
か
れ
る
存
在
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
何
で
も
食
べ
る
し
、
火
酒
も
あ
お
る
。
豹
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
下
級
船
員
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
れ
ほ
ど
自
由
を
謳
歌
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
片
や
船
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
片
や
檻
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
舵
手
』
に
お
い
て
、
見
知
ら
ぬ
男
に
命
じ
ら
れ
る
ま
ま
、
諾
々
と
甲
板
の
下
に
降
り
て
い
っ
た
「
い
か
つ
い
」
船
員
た
ち
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
充
分
だ
。『
失
踪
者
』
第
一
章
で
は
、
退
職
し
下
船
す
る
下
級
船
員
の
火
夫
が
、
気
に
入
ら
な
い
船
に
愛
想
を
尽
か
さ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
 
 
な
る
ほ
ど
、世
界
に
飛
び
立
つ
、羽
化
し
た
ば
か
り
の「
蝶
」で
あ
る「
妹
」は
、
生
き
生
き
と
な
る
し
、
花
あ
る
限
り
食
べ
も
の
に
は
困
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
シ
ェ
ル
タ
ー
で
あ
る
家
か
ら
一
歩
外
に
出
れ
ば
、
天
敵
に
も
出
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。『
失
踪
者
』
の
カ
ー
ル
・
ロ
ス
マ
ン
が
、
新
世
界
の
入
口
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
で
、
下
船
の
際
ト
ラ
ン
ク
を
持
ち
逃
げ
さ
れ
た
よ
う
に
、
か
え
っ
て
危
険
は
大
き
い
。
 
 
妹
の
未
来
を
寓
意
的
に
眺
め
る
の
も
興
味
深
い
。
現
代
を
凝
視
す
る
だ
け
で
よ
か
ろ
う
。
世
界
的
な
人
口
増
加
、
地
球
温
暖
化
、
砂
漠
化
の
進
行
、
干
ば
つ
の
多
発
、
台
風
・
地
震
・
津
波
・
火
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
の
激
甚
化
、
さ
ら
に
水
争
い
や
牛
肉
争
奪
戦
等
々
、
ま
さ
に
現
代
人
は
生
命
に
か
か
わ
る
問
題
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
食
糧
危
機
な
ん
て
喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
、
と
呑
気
に
構
え
ら
れ
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
（ 9）。
こ
の
現
実
に
照
ら
せ
ば
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
や
断
食
芸
人
の
類
は
さ
な
が
ら
博
物
館
に
納
め
ら
れ
た
絶
滅
種
の
剥
製
で
あ
り
、
逆
説
的
ユ
ー
モ
ア
の
極
地
に
上
り
詰
め
た
姿
だ
。
し
か
も
剥
製
（
遺
骸
）
は
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
と
な
れ
ば
、
念
の
入
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
と
言
う
し
か
な
い
。
妹
の
運
命
も
カ
ー
ル
・
ロ
ス
マ
ン
の
失
踪
（『
失
踪
者
』）
と
重
ね
れ
ば
風
前
の
灯
火
、
少
な
く
と
も
前
途
多
難
な
よ
う
に
危
惧
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
妹
は
現
代
人
の
寓
意
的
存
在
に
外
な
ら
な
い
と
気
づ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
も
う
一
つ
の
ど
ん
で
ん
返
し
で
あ
る
。
 
 
精
神
的
な
生
き
る
糧
も
当
然
な
が
ら
問
題
と
な
る
。「
未
知
の
栄
養
」は
そ
の
象
徴
的
表
現
で
あ
っ
た
。
生
き
が
い
が
な
け
れ
ば
、
生
け
る
屍
で
あ
る
。
人
が
こ
の
世
に
存
在
す
る
価
値
は
生
き
が
い
に
こ
そ
あ
る
。
こ
れ
を
見
つ
け
る
た
め
の
刻
苦
勉
励
で
あ
る
は
ず
だ
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
あ
ら
し
』
の
キ
ャ
リ
バ
ン
（
人
間
の
言
葉
を
教
わ
り
な
が
ら
悪
用
し
た
怪
物
）
と
カ
フ
カ
の
元
猿
を
比
べ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
何
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
平
均
的
教
養
」
至
上
主
義
を
唱
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
生
き
る
喜
び
、
こ
れ
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、
例
外
な
く
努
力
が
付
き
も
の
で
あ
る
。
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社
会
が
生
き
る
に
値
し
な
け
れ
ば
、社
会
を
変
え
る
し
か
あ
る
ま
い
。歴
史
的
に
、
上
意
下
達
の
改
革
は
え
て
し
て
失
敗
を
見
た
。た
し
か
に
、『
火
夫
』の
下
級
船
員
が
企
ん
だ
抗
議
の
試
み
は
不
発
に
終
わ
る
。
と
は
い
え
、
全
存
在
を
賭
し
て
下
か
ら
動
か
す
以
外
に
道
は
な
い
の
だ
。
 
さ
ら
に
、デ
フ
レ
す
な
わ
ち
不
況
の
最
中
に
あ
る
日
本
の
問
題
に
目
を
向
け
れ
ば
、
い
か
に
デ
フ
レ
を
脱
却
す
る
か
、
と
い
う
難
題
が
な
か
な
か
解
決
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
解
決
策
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
ま
ず
消
費
税
な
ど
減
税
す
れ
ば
良
い
。
結
果
と
し
て
消
費
は
更
に
伸
び
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
上
に
、
建
設
国
債
を
発
行
し
て
公
共
事
業
を
増
や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
整
備
新
幹
線
の
早
期
完
成
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
全
国
網
羅
な
ど
、
重
要
政
策
は
民
間
に
だ
け
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
国
家
が
助
力
し
て
完
遂
す
る
の
み
だ
。
現
代
は
東
京
一
極
集
中
を
一
気
に
解
決
す
る
絶
好
の
機
会
な
の
で
あ
る
。
過
密
化
し
た
東
京
は
巨
大
地
震
で
簡
単
に
壊
滅
す
る
。
惨
事
を
避
け
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
完
遂
す
る
外
に
な
い
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
契
機
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
は
、
当
然
、
早
急
に
改
善
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
誰
し
も
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
だ
。
GDP が
国
民
消
費
と
民
間
投
資
・
公
共
投
資
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
な
ら
、
消
費
は
伸
び
て
い
る
段
階
（
総
務
省
）
に
あ
る
た
め
、
あ
と
は
公
共
投
資
を
伸
ば
せ
ば
簡
単
に
解
決
で
き
る
で
は
な
い
か
。
法
人
税
減
税
な
ど
は
も
っ
て
の
外
で
、
ど
う
し
て
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
落
と
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、理
解
に
苦
し
む
。（
介
護
制
度
費
用
の
削
減
は
法
人
税
減
税
の
財
源
に
な
っ
て
い
る
。）ア
メ
リ
カ
の
法
人
税
は
お
よ
そ
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
企
業
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
逃
げ
出
さ
な
い
の
だ
ろ
う
。
こ
の
状
態
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。
要
す
る
に
、
日
本
を
投
資
に
魅
力
あ
る
国
に
す
れ
ば
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
並
み
に
儲
か
る
国
に
す
れ
ば
、
法
人
税
が
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
ろ
う
と
企
業
は
逃
げ
出
さ
な
い
の
だ
。
こ
れ
が
、
資
本
主
義
と
い
う
経
済
制
度
の
下
に
あ
る
国
民
の
、
黒
船
的
見
解
な
の
で
あ
る
。
 
 
カ
フ
カ
が
こ
れ
ら
現
代
的
問
題
を
予
見
し
た
と
主
張
す
る
の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
る
。
だ
が
、『
変
身
』の
テ
ー
マ
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
て
み
れ
ば
、形
を
変
え
そ
っ
く
り
現
代
に
あ
て
は
ま
る
。寓
話
形
式
の
な
せ
る「
わ
ざ
」だ
ろ
う
、驚
嘆
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
問
題
解
決
の
糸
口
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
ひ
と
え
に
、
人
間
ら
し
く
、
心
を
は
つ
ら
つ
と
働
か
せ
る
、と
い
う
一
点
に
尽
き
る
。情
動
に
お
い
て
も
、理
知
に
お
い
て
も
、
二
つ
な
が
ら
だ
。
 
 
従
来
の
批
評
は
糧
と
し
て
、『
変
身
』を
も
う
一
度
、本
文
に
沿
っ
て
総
合
的
に
読
み
直
す
意
義
も
そ
こ
に
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。『
変
身
』は
ひ
と
り
学
者
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、劣
ら
ず
感
受
性
鋭
く
心
豊
か
な
一
般
読
者
の
も
の
で
も
あ
る
か
ら
だ
。 
  註 （
1）
テ
キ
ス
ト
の
問
題
と
編
纂
史
、
最
近
の
史
的
批
判
版
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
明
星
聖
子
『
新
し
い
カ
フ
カ
―
―
「
編
集
」
が
変
え
る
テ
ク
ス
ト
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
が
詳
し
い
。
た
だ
『
変
身
』
に
つ
い
て
は
カ
フ
カ
が
生
前
に
校
正
し
た
た
め
、
単
行
本
初
版
が
底
本
と
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
ブ
ロ
ー
ト
版
、
批
判
版
、
史
的
批
判
版
の
間
で
大
き
な
差
は
な
い
。
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ロ
ー
ト
が
手
を
加
え
た
箇
所
に
つ
い
て
は
高
橋
行
徳
『
開
い
た
形
式
と
し
て
の
カ
フ
カ
文
学
』
鳥
影
社
、
二
〇
〇
三
年
（
一
三
二
―
四
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。
本
稿
で
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
主
要
参
考
文
献
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。
 
102
カフカ『変身』――シェイクスピア学徒からみた―― 
（
2）
金
成
陽
一
は
メ
ル
ヘ
ン
研
究
の
立
場
か
ら
、
立
花
健
吾
は
『
変
身
』
批
評
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
メ
ル
ヘ
ン
と
の
違
い
を
論
ず
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
バ
イ
ス
ナ
ー
は
文
献
学
者
で
あ
り
、
ホ
メ
ロ
ス
、
ゲ
ー
テ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
他
と
の
比
較
で
カ
フ
カ
を
検
討
し
て
い
る
。
出
典
に
つ
い
て
は
主
要
参
考
文
献
を
参
照
。
 
（
3）
カ
フ
カ
は
言
葉
に
も
注
意
を
払
っ
た
。
第
三
章
で
グ
レ
ー
ゴ
ル
が
死
ぬ
と
き
、
息
を
吐
く
動
詞
に
〈
hervorströ men 〉
を
使
っ
た
。
神
が
ア
ダ
ム
に
息
を
吹
き
込
ん
だ
（〈
inspirieren 〉）
事
績
に
応
じ
て
、
死
ぬ
と
き
そ
の
反
対
語
の
ラ
テ
ン
系
語
彙
（
幸
か
不
幸
か
〈
expirieren 〉
は
ド
イ
ツ
語
に
は
な
い
）（
ま
た
は
造
語
）
が
使
わ
れ
れ
ば
宗
教
的
意
味
合
い
が
強
調
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
 
（
4）
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
は
精
神
分
析
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
最
初
か
ら
排
除
し
た
（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
講
義
』
三
二
六
頁
）。
だ
が
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
が
幸
福
だ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
余
地
は
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、『
変
身
』を
豊
か
に
読
む
た
め
に
も
、二
つ
の
可
能
性
を
許
す
の
が
順
当
だ
ろ
う
。『
変
身
』を
批
評
の
た
め
に
貧
し
く
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。 
（
5）
一
つ
の
テ
ー
マ
が
形
を
変
え
い
く
つ
か
の
作
品
で
扱
わ
れ
る
の
も
、ま
た
カ
フ
カ
の
特
徴
で
あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
も
同
様
だ
。『
タ
イ
タ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
ニ
カ
ス
』
と
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』、『
リ
ア
王
』
と
『
コ
リ
オ
レ
イ
ナ
ス
』
な
ど
、
散
見
さ
れ
る
。
拙
論
「
復
讐
悲
劇
と
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』」
早
稲
田
大
学
英
文
学
会
『
英
文
学
』
六
一
号
、
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
、
一
二
七
―
一
三
八
頁
、
お
よ
び
「『
リ
ア
王
』
と
創
造
性
」、
冬
木
ひ
ろ
み
編
『
こ
と
ば
と
文
化
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
早
稲
田
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
一
九
―
四
九
頁
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 
（
6）
ソ
ネ
ッ
ト
七
三
番
及
び
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
一
幕
一
場
二
三
―
三
二
行
―
―
前
註
の
拙
論
「
復
讐
悲
劇
と
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』」
を
参
照
。
 
（
7）
カ
フ
カ
の
動
物
を
主
人
公
に
し
た
短
編
は
、『
グ
リ
ム
童
話
』
や
『
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
』、
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
な
ど
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
が
、
別
の
課
題
で
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。
 
（
8）『
変
身
』
や
『
断
食
芸
人
』
に
は
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
全
知
の
神
様
視
点
か
ら
ど
ん
で
ん
返
し
を
仕
組
ん
だ
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
ト
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。『
O公
爵
夫
人
』、『
決
闘
』、『
聖
ド
ミ
ン
ゴ
島
の
婚
約
』
な
ど
を
参
照
。
 
（
9）
食
べ
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
敷
衍
す
れ
ば
、
別
の
危
機
も
あ
る
。
高
度
文
明
化
社
会
の
犠
牲
者
は
、
た
と
え
ば
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
で
あ
る
。
こ
の
皮
肉
な
現
象
は
一
九
六
〇
年
こ
ろ
か
ら
急
激
な
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
死
亡
事
故
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
原
因
は
Ｔ
レ
グ
細
胞
（
日
本
人
研
究
者
が
発
見
し
た
、
免
疫
細
胞
の
暴
走
を
抑
え
る
細
胞
）
の
減
少
で
あ
る
ら
し
い
。「
口
に
合
う
合
わ
な
い
」ど
こ
ろ
か
、食
べ
も
の
自
体
が
危
険
物
質
に
な
っ
た
究
極
の
状
態
で
あ
る
。
 
 
 
 
Ｔ
レ
グ
細
胞
を
多
く
持
つ
北
米
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
人
々
は
幼
い
頃
か
ら
家
畜
に
触
れ
て
い
る
た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
極
端
に
少
な
い
。
彼
ら
は
中
世
的
生
活
を
頑
な
に
守
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
注
目
し
た
、
Ｔ
レ
グ
細
胞
を
増
や
す
新
し
い
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
法
（
花
粉
症
を
含
む
）
は
、
飛
躍
的
に
効
果
を
あ
げ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
中
世
的
な
泥
臭
さ
が
、
ク
リ
ー
ン
す
ぎ
る
環
境
に
慣
れ
き
っ
た
（
動
物
の
野
生
性
を
失
っ
た
）
現
代
人
を
救
う
わ
け
だ
。
 
 
 
 
し
か
し
な
が
ら
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
晴
れ
て
治
癒
す
る
と
は
い
え
、
肝
心
の
食
糧
の
ほ
う
は
、
足
り
る
と
は
限
ら
な
い
。
現
に
ア
フ
リ
カ
で
は
、
紛
争
の
せ
い
も
あ
る
が
、
一
日
あ
た
り
膨
大
な
数
の
人
々
が
餓
死
し
て
い
る
。
世
界
に
お
け
る
死
亡
原
因
の
第
一
位
は
癌
で
は
な
く
、
飢
餓
で
あ
る
。
心
あ
れ
ば
、
戦
慄
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
 
 
 
 
カ
フ
カ
に
通
底
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
が
「
食
べ
物
」
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、
紆
余
曲
折
の
果
て
、「
動
物
的
な
」
諸
紛
争
の
種
と
な
る
の
で
あ
る
。
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潮
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潮
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。
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〇
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仕
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付
し
た
新
書
版
）
池
内
紀
訳
、
全
八
巻
、
白
水
社
、
二
〇
〇
六
年
。
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〇
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。
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史
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／
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光
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〇
九
年
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邦人著作 
 
後
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明
生
『
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カ
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迷
宮
』
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波
書
店
、
一
九
八
七
年
。
 
 
金
成
陽
一
「
カ
フ
カ
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浦
島
太
郎
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め
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て
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日
本
学
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一
二
号
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九
頁
、
一
九
八
八
年
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一
月
。
 
 
粉
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哲
夫
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と
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化
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会
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来
社
、
一
九
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年
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嘉
彦
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プ
ラ
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世
紀
末
―
―
カ
フ
カ
と
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葉
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た
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波
書
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、
一
九
九
三
年
。
 
 
三
原
弟
平
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、
一
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年
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彦
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社
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。
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彦
「
日
本
に
お
け
る
カ
フ
カ
研
究
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
日
本
独
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献
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Ｇ
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二
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頁
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九
九
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年
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明
星
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新
し
い
カ
フ
カ
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― 「
編
集
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え
る
テ
ク
ス
ト
』慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
。
 
 
池
内
紀
・
若
林
恵
『
カ
フ
カ
事
典
』
三
省
堂
、
二
〇
〇
三
年
。
 
 
高
橋
行
徳
『
開
い
た
形
式
と
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の
カ
フ
カ
文
学
―
―
「
判
決
」
と
「
変
身
」
を
中
心
に
』
鳥
影
社
、
二
〇
〇
三
年
。
 
 
三
原
弟
平
『
カ
フ
カ
「
断
食
芸
人
」〈
わ
た
し
〉
の
こ
と
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。
 
 
室
井
光
弘
『
カ
フ
カ
入
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』
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。
 
 
立
花
健
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・
佐
々
木
博
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編
『
カ
フ
カ
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期
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品
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』
同
学
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、
二
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〇
八
年
。
 
 
池
内
紀
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の
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水
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二
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文
・
西
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編
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カ
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論
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』
同
学
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、
二
〇
一
一
年
。
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川
島
隆『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
テ
キ
ス
ト
 
１
０
０
分
de 名
著
 
カ
フ
カ
 
変
身
』Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
二
年
。
 
 
カフカ関連翻訳 
 
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ル
チ
ュ
、
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ロ
ー
ト
『
カ
フ
カ
―
―そ
の
信
仰
と
思
想
』
岡
田
幸
一
・
川
原
栄
峰
訳
、
パ
ン
セ
書
院
、
一
九
五
四
年
。
 
 
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ロ
ー
ト
『
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
』
辻
瑆
・
林
部
圭
一
・
坂
本
明
美
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
年
。
初
版
一
九
五
五
年
。
 
 
グ
ス
タ
フ
・
ヤ
ノ
ー
ホ『
増
補
版
 
カ
フ
カ
と
の
対
話
―
―
手
記
と
追
想
』吉
田
仙
太
郎
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
初
版
一
九
六
七
年
。
 
 
ミ
シ
ェ
ル
・
カ
ル
ー
ジ
ュ
『
カ
フ
カ
対
カ
フ
カ
』
金
井
裕
訳
、
審
美
社
、
一
九
七
〇
年
。
 
 
エ
リ
ア
ス・カ
ネ
ッ
テ
ィ『
も
う
一
つ
の
審
判
―
―
カ
フ
カ
の「
フ
ェ
リ
ー
ツ
ェ
へ
の
手
紙
」』
小
松
太
郎
・
竹
内
豊
治
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
。
 
 
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
エ
ム
リ
ッ
ヒ
『
カ
フ
カ
論
』
Ｉ
「
蜂
起
す
る
事
物
」
志
波
一
富
・
中
村
詔
二
郎
訳
、
冬
樹
社
、
一
九
七
一
年
。
Ⅱ
「
孤
独
の
三
部
曲
」
志
波
一
富
・
加
藤
真
二
訳
、
冬
樹
社
、
一
九
七
一
年
。
 
 
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
エ
ム
リ
ッ
ヒ
『
カ
フ
カ
の
形
象
世
界
』
喜
多
尾
道
冬
訳
、
審
美
社
、
一
九
七
三
年
。
 
 
喜
多
尾
道
冬
編
『
カ
フ
カ
と
そ
の
周
辺
』（
ポ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
他
）
審
美
社
、
一
九
七
四
年
。
 
 
城
山
良
彦
・
川
村
二
郎
編
『
カ
フ
カ
論
集
』（
ボ
ル
ヘ
ス
他
）
国
文
社
、
一
九
七
五
年
。
 
 
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
バ
イ
ス
ナ
ー
『
物
語
作
者
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
』
粉
川
哲
夫
訳
編
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
七
六
年
。
 
 
モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ
『
カ
フ
カ
論
』
粟
津
則
雄
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
。
 
 
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
『
カ
フ
カ
―
―
マ
イ
ナ
ー
文
学
の
た
め
に
』
宇
波
彰
・
岩
田
行
一
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
。
 
 
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
『
変
身
』」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
講
義
』
野
島
秀
勝
訳
、
テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
三
一
九
―
六
〇
頁
、
一
九
八
二
年
。
 
 
ク
ロ
ー
ド
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
編
『
カ
フ
カ
＝
コ
ロ
キ
ウ
ム
』
円
子
修
平
ほ
か
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
。
 
 
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
『
カ
フ
カ
論
――
「
掟
の
門
前
」
を
め
ぐ
っ
て
』
三
浦
信
孝
訳
、
朝
日
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。
 
 
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
『
小
説
の
精
神
』
金
井
裕
・
浅
野
敏
夫
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
。
 
 
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ノ
ー
シ
ー
『
カ
フ
カ
家
の
人
々
―
―
一
族
の
生
活
と
カ
フ
カ
の
作
品
』
石
丸
昭
一
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
三
年
。
 
 
ク
ラ
ウ
ス
・
ヴ
ァ
ー
ゲ
ン
バ
ッ
ハ
『
若
き
日
の
カ
フ
カ
』
中
野
孝
次
・
高
辻
知
義
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
五
年
。
 
 
テ
オ
ド
ー
ル
・
Ｗ
・
ア
ド
ル
ノ
「
カ
フ
カ
お
ぼ
え
書
き
」『
プ
リ
ズ
メ
ン
』
渡
辺
祐
邦
・
三
原
弟
平
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
四
〇
三
―
五
七
頁
、
一
九
九
六
年
。
 
 
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
―
―
没
後
十
年
を
迎
え
て
」
西
村
龍
一
訳
、『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
』
浅
井
健
二
郎
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
〇
七
―
六
三
頁
、
一
九
九
六
年
。
 
 
マ
ー
ク
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
『
カ
フ
カ
の
衣
装
』
三
谷
研
爾
・
武
林
寿
子
訳
、
高
科
書
店
、
一
九
九
七
年
。
 
 
ハ
ン
ス
＝
ゲ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
『
回
想
の
な
か
の
カ
フ
カ
―
―
三
十
七
人
の
証
言
』
吉
田
仙
太
郎
訳
、
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
。
 
 
ロ
ー
ト
ラ
ウ
ト
・
ハ
ッ
カ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
『
病
者
カ
フ
カ
―
―
最
後
の
日
々
の
記
録
』
平
野
七
涛
訳
、
論
創
社
、
二
〇
〇
三
年
。
 
 
ク
ラ
ウ
ス
・
ヴ
ァ
ー
ゲ
ン
バ
ッ
ハ
、
マ
ル
コ
ム
・
バ
ス
リ
ー
ほ
か
『
カ
フ
カ
＝
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
金
森
誠
也
訳
、
吉
夏
社
、
二
〇
〇
五
年
。
 
 
リ
ッ
チ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン『
カ
フ
カ
』明
星
聖
子
訳
・
解
説
、岩
波
書
店
、二
〇
〇
八
年
。
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河
盛
好
蔵『
エ
ス
プ
リ
と
ユ
ー
モ
ア
』岩
波
新
書
、一
九
七
一
年
、初
版
一
刷
一
九
六
九
年
。
 
 
Ａ
・
コ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
詩
と
手
紙
』（
美
術
名
著
選
書
21 ）
高
田
博
厚
編
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
〇
年
、
初
版
一
九
七
八
年
。
 
 
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
Ｚ
・
ラ
カ
ー
『
ド
イ
ツ
青
年
運
動
―
―
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
へ
』
西
村
稔
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
八
五
年
。
 
 
平
田
達
治
・
平
野
嘉
彦
編
訳
『
プ
ラ
ハ
―
―
ヤ
ヌ
ス
の
相
貌
』（『
ド
イ
ツ
の
世
紀
末
』
第
二
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
。
 
 
Ａ
・
Ｊ
・
Ｐ
・
テ
イ
ラ
ー
『
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
一
八
〇
九
―
一
九
一
八
――オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
= ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
』
倉
田
稔
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年
。
 
 
ジ
ャ
ン
＝
ア
ン
リ
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』（
一
八
七
九
―
一
九
〇
七
年
）
山
田
吉
彦
・
林
達
夫
訳
、
全
一
〇
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
。
 
 
南
塚
信
吾
編
『
ド
ナ
ウ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
』（
新
版
世
界
各
国
史
一
九
）
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。
 
 
メ
ア
リ
ー
・
フ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
『
ド
イ
ツ
の
歴
史
』（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
版
世
界
各
国
史
）
高
田
有
現
・
高
野
淳
訳
、
創
土
社
、
二
〇
〇
五
年
。
 
 
喜
志
哲
雄
『
喜
劇
の
手
法
―
―
笑
い
の
し
く
み
を
探
る
』
集
英
社
新
書
、
二
〇
〇
六
年
。
 
 
稲
賀
繁
美
「
物
質
の
裡
に
精
神
は
宿
る
か
―
―
漱
石
『
夢
十
夜
』
の
運
慶
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
詩
」《
あ
い
だ
す
み
っ
こ
不
定
期
漫
遊
連
載
 
第
76 回
》『
あ
い
だ
』
176 号
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
〇
日
。
 
 
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
『
芸
術
家
列
伝
』
第
三
巻
、
田
中
英
道
訳
、
白
水
社
、
二
〇
一
一
年
。
 
 
エ
リ
ッ
ク
・
ス
マ
ジ
ャ
『
笑
い
―
―
そ
の
意
味
と
仕
組
み
』
高
橋
信
良
訳
、
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
958 、
二
〇
一
一
年
。
 
 
桐
生
裕
子
『
近
代
ボ
ヘ
ミ
ア
農
村
と
市
民
社
会
―
―
十
九
世
紀
後
半
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
に
お
け
る
社
会
変
容
と
国
民
化
』
刀
水
書
房
、
二
〇
一
二
年
。
 
 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
、「
新
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
―
―
花
粉
症
・
完
治
へ
の
挑
戦
。
発
症
を
抑
え
込
む
細
胞
！
 
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
新
展
開
」、Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
放
送
放
映
、二
〇
一
五
年
四
月
五
日
日
曜
午
後
九
時
。 
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